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令和７年度一般会計予算の歳入歳出総額は、１５１億２，５５５万３千円で、前年度当初と比べ
て、５４億７，２３５万１千円、５６．７％の増となった。主な要因として小学校建設事業やごさまる陸
上競技場管理棟建替工事が挙げられる。その他、障害福祉サービス等給付費や児童手当費及び
新クリーンセンター整備に伴う負担金、基金の増額がある。

一般会計予算可決
議案第22号

村債の推移（５年間）
※村債とは村の借入金

予算の推移（５年間）

公債費
4億6,965万8千円

3%
消防費

3億4,608万4千円
2%

農林水産業費
1億5,819万2千円

1%
商工費

1億1,423万5千円
1%

議会費
1億147万円

1% 予備費
2,000万円

0%

労働費
406万2千円

0%

災害復旧費
4千円

0%

諸支出金
1千円

0%

土木費
6億7,101万4千円

5%
総務費

12億5,437万9千円 8%

衛生費
14億189万円 9%

民生費
45億3,584万7千円

30%

教育費
60億4,871万7千円

40%

歳出（内訳）

令和7年度 特別会計予算

令和７年度中城村国民健康保険
特別会計予算 23億4,959万4千円

令和７年度中城村水道事業
会計予算

収益的収入 5億5,850万5千円　収益的支出 5億8,036万4千円
資本的収入 4,278万6千円　　  資本的支出 2億6,499万2千円

議案
第27号 可決可決

議案
第23号 可決可決

議案
第26号

令和７年度中城村汚水処理施設
管理事業特別会計予算 430万7千円 可決可決

議案
第28号

令和７年度中城村下水道事業
会計予算

収益的収入 3億536万7千円　　収益的支出 2億9,548万8千円
資本的収入 4億2,036万5千円　資本的支出 4億7,067万7千円 可決可決

議案番号 件　名 議案等の概要（提案理由） 結果

令和７年度中城村後期高齢者医療
特別会計予算 2億4,231万9千円議案

第24号 可決可決

令和７年度中城村土地区画整理
事業特別会計予算 2億708万円議案

第25号 可決可決

（2）

議案第22号　中城村一般会計予算（分割審査分）
議案第23号　中城村国民健康保険特別会計予算
議案第24号　中城村後期高齢医療特別会計予算

委員会審議の経緯と結果（概要）

総務常任委員会

議案第22号　中城村一般会計予算（分割審査分）

議案第25号　中城村土地区画整理事業特別会計予算
議案第26号　中城村汚水処理管理施設特別会計予算

建設常任委員会

都市建設課

議案第22号　中城村一般会計予算（分割審査分）
福 祉 課 • ふれあい事業については①対象者及びボランティアスタッフの高齢化、②送迎困難になっている

点を考慮し事業の見直し、補助金の増額を検討すること。
• 老人福祉センターに準ずる施設の建設計画を検討すること。

教育総務課 • 近年の物価高騰の影響により学校建設事業にかかる経費負担の増額が見込まれるため村民の理
解を得るよう努めること。

• 給食費無償化について、小学生家庭と中学生家庭との格差及び不平等感が生じないようにするた
めに小学生も半額にするべきである。

• 吉の浦会館及び体育館の老朽化に伴い建て替え計画を検討すること。生涯学習課

• 保育士確保対策強化事業補助金等の活用により、保育士の確保に努め待機児童の発生を防止す
ること。

• 児童虐待・DV対策総合支援事業における社会福祉士等有資格者の児童相談員の早急な配置に
努めること。

こども課

文教社会常任委員会

令和7年度予算は              　　　　　　　 各委員会より付された意見を下記にて報告します。原案可決!!原案可決!!
（所管課：総務課、企画課、会計課、税務課、住民生活課、健康保険課）

（所管課：福祉課、こども課、教育総務課、生涯学習課、学校給食共同調理場）

（所管課：産業振興課、都市建設課、上下水道課）

• 財産取得にかかる用地交渉等においては、責任ある正規職員において職務にあたること。

議案第27号　中城村水道事業会計予算
上下水道課 • 老朽化した配水管は、耐震調査や漏水調査を行うとともに整備して村民の安心安全が図られるよ

うに求める。
議案第28号　中城村下水道事業会計予算

上下水道課 • 地方創成整備推進交付金は令和８年度で終了するので、令和９年度以降の延長や補助事業等の
財源の確保（補助金）に取組むことの意見があった。

令和7年 第2回 3月定例会に上程された議案・諮問・同意・報告・決議・意見書・陳情・発議

中城村職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例

人事院及び沖縄県人事委員会の給与勧告等を考慮し、村職員の
給与に関し条例改正。

議案
第9号

議案番号 議案等の概要（提案理由）件　名 結果

可決可決

中城村職員の勤務時間、休暇等に関する
条例の一部を改正する条例

育児休業、介護休業等育児又は家族看護を行う労働者の福祉に
関する法律の条令改正。

議案
第10号 可決可決

中城村課設置条例の一部を改正する条例 行政組職内の事務分掌について、所掌する担当課の変更を行うため
当該条例改正。

議案
第11号 可決可決

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う
関係条例の整理に関する条例

懲役及び禁錮を廃止して拘禁刑を創設する刑法等の一部を改正
する法律が令和7年6月1日から施行されることに伴い、関係条例
について所要の改正を行うため。

議案
第12号 可決可決

中城村役場庁舎建設基金条例を廃止する
条例

所期の目的が達成されたため、中城村役場庁舎建設基金条例を
廃止。

議案
第13号 可決可決

（3）

令和7年3月定例議会 



議案第22号　中城村一般会計予算（分割審査分）
議案第23号　中城村国民健康保険特別会計予算
議案第24号　中城村後期高齢医療特別会計予算

委員会審議の経緯と結果（概要）

総務常任委員会

議案第22号　中城村一般会計予算（分割審査分）

議案第25号　中城村土地区画整理事業特別会計予算
議案第26号　中城村汚水処理管理施設特別会計予算

建設常任委員会

都市建設課

議案第22号　中城村一般会計予算（分割審査分）
福 祉 課 • ふれあい事業については①対象者及びボランティアスタッフの高齢化、②送迎困難になっている

点を考慮し事業の見直し、補助金の増額を検討すること。
• 老人福祉センターに準ずる施設の建設計画を検討すること。

教育総務課 • 近年の物価高騰の影響により学校建設事業にかかる経費負担の増額が見込まれるため村民の理
解を得るよう努めること。

• 給食費無償化について、小学生家庭と中学生家庭との格差及び不平等感が生じないようにするた
めに小学生も半額にするべきである。

• 吉の浦会館及び体育館の老朽化に伴い建て替え計画を検討すること。生涯学習課

• 保育士確保対策強化事業補助金等の活用により、保育士の確保に努め待機児童の発生を防止す
ること。

• 児童虐待・DV対策総合支援事業における社会福祉士等有資格者の児童相談員の早急な配置に
努めること。

こども課

文教社会常任委員会

令和7年度予算は              　　　　　　　 各委員会より付された意見を下記にて報告します。原案可決!!原案可決!!
（所管課：総務課、企画課、会計課、税務課、住民生活課、健康保険課）

（所管課：福祉課、こども課、教育総務課、生涯学習課、学校給食共同調理場）

（所管課：産業振興課、都市建設課、上下水道課）

• 財産取得にかかる用地交渉等においては、責任ある正規職員において職務にあたること。

議案第27号　中城村水道事業会計予算
上下水道課 • 老朽化した配水管は、耐震調査や漏水調査を行うとともに整備して村民の安心安全が図られるよ

うに求める。
議案第28号　中城村下水道事業会計予算

上下水道課 • 地方創成整備推進交付金は令和８年度で終了するので、令和９年度以降の延長や補助事業等の
財源の確保（補助金）に取組むことの意見があった。

令和7年 第2回 3月定例会に上程された議案・諮問・同意・報告・決議・意見書・陳情・発議

中城村職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例

人事院及び沖縄県人事委員会の給与勧告等を考慮し、村職員の
給与に関し条例改正。

議案
第9号

議案番号 議案等の概要（提案理由）件　名 結果

可決可決

中城村職員の勤務時間、休暇等に関する
条例の一部を改正する条例

育児休業、介護休業等育児又は家族看護を行う労働者の福祉に
関する法律の条令改正。

議案
第10号 可決可決

中城村課設置条例の一部を改正する条例 行政組職内の事務分掌について、所掌する担当課の変更を行うため
当該条例改正。

議案
第11号 可決可決

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う
関係条例の整理に関する条例

懲役及び禁錮を廃止して拘禁刑を創設する刑法等の一部を改正
する法律が令和7年6月1日から施行されることに伴い、関係条例
について所要の改正を行うため。

議案
第12号 可決可決

中城村役場庁舎建設基金条例を廃止する
条例

所期の目的が達成されたため、中城村役場庁舎建設基金条例を
廃止。

議案
第13号 可決可決

（3）

令和7年3月定例議会 



可決
議案第29号 物品等購入の契約について

討論のクローズアップ

　　　　　　議案第２９号　物品等購入の契約について、契約の方法が随意契約で行われており、中城村契
約規則に基づいて、やはりこれは競争入札によって落札した業者と契約すべきであるというふうに解されま
す。よって、本案には反対いたします。

議
案
に
反
対

令和7年 第1回 臨時会（令和７年１月２３日）

議案番号 議案等の概要(提案理由)件　名 結果

議案
第1号

人事院・沖縄県人事委員会に国家公務員等一般職の勤勉手当の
引上げが勧告され、「特別職の職員給与に関する法律」が改正さ
れ、本村議員の期末手当に関し所要の改正をする必要がある。

可決可決中城村議会の議員の報酬及び費用弁償
等に関する条例の一部を改正する条例

議案
第8号

収益的収入 補正額 50万円減額　　総額 2億9,022万7千円
資本的収入 補正額 100万円減額　総額 2億7,987万4千円

「○」：賛成　「×」：反対

○

伊
佐
　則
勝

議
長

可
決 ○○ ○ ○

×
◯
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○ ○ ○
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大
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小
橋
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美

採
決
の
結
果

議員

議案

× ×議案第29号

原案に対しての採決

物品等購入の契約について

可決可決令和６年度中城村下水道事業会計補正予
算（第１号）

議案
第3号

人事院及び沖縄県人事委員会の給与勧告等を考慮し、村職員の
給与に関し所要の改定をする必要がある。 可決可決中城村職員の給与に関する条例の一部を

改正する条例

議案
第2号

人事院・沖縄県人事委員会に国家公務員等一般職の勤勉手当の
引上げが勧告され、「特別職の職員給与に関する法律」が改正さ
れ、本村特別職の期末手当に関し所要の改正をする必要がある。

可決可決
中城村特別職の職員で常勤のものの給
与及び旅費に関する条例の一部を改正す
る条例

議案
第4号

人事院及び沖縄県人事委員会の給与勧告等を考慮し、村会計年
度任用職員の給与に関し所要の改定をする必要がある。 可決可決中城村会計年度任用職員の給与等に関す

る条例の一部を改正する条例

令和７年 第３回 臨時会（令和７年３月２６日）

議案番号 議案等の概要（提案理由）件　名 結果
議案
第32号 ６３億３,５６０万６１１円 可決可決中城村立中学校整備事業契約について

議案
第5号 補正額 2億9,028万4千円増額　総額 113億9,441万円 可決可決令和６年度中城村一般会計補正予算

（第９号）

議案
第6号 補正額 208万9千円増額　総額 25億4,928万1千円 可決可決令和６年度中城村国民健康保険

特別会計補正予算（第４号）

議案
第7号 補正額 49万7千円　総額 2億645万7千円 可決可決令和６年度中城村土地区画整理事業

特別会計補正予算（第３号）

（5）

令和7年3月定例議会 

議案番号 議案等の概要（提案理由）件　名 結果

議案
第14号

左記に記載の法等の一部を改正する法律（令和６年法律第４６号）
の施行により、行政手続きにおける特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律（平成２５年法律第２７号）の一部が改
正されることに伴い、関係条例について所要の改正を行うため、こ
の条例を制定する必要がある。

可決可決

情報通信技術の活用による行政手続等に係
る関係者の利便性の向上並びに行政運営
の簡素化及び効率化を図るためのデジタル
社会形成基本法等の一部を改正する法律
の施行に伴う関係条例の整理に関する条例

議案
第15号 補正額 8,490万5千円減額　総額 113億950万5千円 可決可決令和６年度中城村一般会計補正予算

（第１０号）

議案
第16号 補正額 2,458万5千円減額　総額 25億2,469万6千円 可決可決令和６年度中城村国民健康保険

特別会計補正予算（第５号）

議案
第17号 補正額 2,030万7千円減額　総額 2億3,319万7千円 可決可決令和６年度中城村後期高齢者医療

特別会計補正予算（第３号）

議案
第18号 補正額 1億8,201万4千円減額　総額 2,444万3千円 可決可決令和６年度中城村土地区画整理事業

特別会計補正予算（第４号）

議案
第19号 補正額 49万4千円減額　総額 509万1千円 可決可決令和６年度中城村汚水処理施設管理事業

特別会計補正予算（第３号）

議案
第20号 収益的収入 補正額754万1千円減額　総額 5億4,638万9千円 可決可決令和６年度中城村水道事業会計補正予算

（第１号）

議案
第21号

収益的収入 補正額 1,300万円減額　総額 2億7,722万7千円
資本的収入 補正額 1,400万円減額　総額 4億1,723万7千円 可決可決令和６年度中城村下水道事業会計補正予算

（第２号）

議案
第29号 908万8千200円 可決可決

議案
第30号 ６０億７,２３３万９千３０６円 可決可決中城村立小学校整備事業契約の変更契約

について

議案
第31号 ６３億３,５６０万６１１円 否決否決

諮問
第1号 （新任）玉那覇豊子氏。 適任適任人権擁護委員の推薦につき意見を求める

ことについて

同意
第1号 （新任）比嘉健治氏。 同意同意中城村固定資産評価審査委員会委員の選

任につき議会の同意を求めることについて

同意
第2号 （新任）仲座尚美氏。 同意同意教育委員会委員の任命について

報告
第1号 令和7年度事業計画・予算・資金計画 報告報告令和７年度沖縄県町村土地開発公社事業

計画の報告について

報告
第2号

令和６年度防災行政無線機器更新工事請負契約の変更について専決
処分をしたので地方自治法第１８０条第２項の規定により報告する。 報告報告専決処分の報告について

報告
第3号

地方公共団体の財政の健全化に関する法律により議会に報告する
必要がある。 報告報告令和４年度決算に係る健全化判断比率の

修正について

報告
第4号

地方公共団体の財政の健全化に関する法律により議会に報告する
必要がある。 報告報告令和５年度決算に係る健全化判断比率の

修正について

陳情
第4号

子供たちの健やかな成長のために国の財源による給食費の無償
化制度を求める意見書を提出すること、制度設立までの間、県と
本村が協力して無償化実現を目指すため。

採択採択
国の財源による給食費の無償化制度設立
を求める意見提出の陳情、ならびに国に
よる制度設立まで県と貴自治体が協力し
て無償化実現を目指す陳情

発議
第1号 閉会中に所管事務調査を実施することを発議する。 可決可決閉会中の所管事務調査について

発議
第2号 閉会中に諸研修会へ全議員が参加することを発議する。 可決可決閉会中の議員派遣について

意見書
第1号

村民・県民の生命、財産を守る立場から、日米地位協定を抜本的に
見直しされるよう強く要請するため。 可決可決日米地位協定の見直しに関する意見書

意見書
第2号 沖縄県内離島の更なる振興発展を図るため。 可決可決沖縄の離島振興に関する意見書

意見書
第3号

政府に対し、当事者の方々の命とくらしを守るため、高額療養費の
自己負担引上げを撤回することを強く求めるため。 可決可決

高額療養費制度の自己負担額引上げの
撤回を求める意見書

物品等購入の契約について
※P5　討論のクローズアップに詳細。

中城村立中学校整備事業契約について
※P6　討論のクローズアップに詳細。

※P6　討論のクローズアップに詳細。

令和7年3月定例議会

（4）



可決
議案第29号 物品等購入の契約について

討論のクローズアップ

　　　　　　議案第２９号　物品等購入の契約について、契約の方法が随意契約で行われており、中城村契
約規則に基づいて、やはりこれは競争入札によって落札した業者と契約すべきであるというふうに解されま
す。よって、本案には反対いたします。

議
案
に
反
対

令和7年 第1回 臨時会（令和７年１月２３日）

議案番号 議案等の概要(提案理由)件　名 結果

議案
第1号

人事院・沖縄県人事委員会に国家公務員等一般職の勤勉手当の
引上げが勧告され、「特別職の職員給与に関する法律」が改正さ
れ、本村議員の期末手当に関し所要の改正をする必要がある。

可決可決中城村議会の議員の報酬及び費用弁償
等に関する条例の一部を改正する条例

議案
第8号

収益的収入 補正額 50万円減額　　総額 2億9,022万7千円
資本的収入 補正額 100万円減額　総額 2億7,987万4千円

「○」：賛成　「×」：反対

○

伊
佐
　則
勝

議
長

可
決 ○○ ○ ○

×

◯

×

○ ○ ○

石
原
　昌
雄

新
垣
　
　修

新
垣
　善
功

仲
松
　正
敏

新
垣
　貞
則

新
垣
　博
正

安
里
　清
市

玉
那
覇
　登

屋
良
　照
枝

桃
原
　
　清

大
城
　常
良

金
城
　
　章

小
橋
川
恵
美

採
決
の
結
果

議員

議案

× ×議案第29号

原案に対しての採決

物品等購入の契約について

可決可決令和６年度中城村下水道事業会計補正予
算（第１号）

議案
第3号

人事院及び沖縄県人事委員会の給与勧告等を考慮し、村職員の
給与に関し所要の改定をする必要がある。 可決可決中城村職員の給与に関する条例の一部を

改正する条例

議案
第2号

人事院・沖縄県人事委員会に国家公務員等一般職の勤勉手当の
引上げが勧告され、「特別職の職員給与に関する法律」が改正さ
れ、本村特別職の期末手当に関し所要の改正をする必要がある。

可決可決
中城村特別職の職員で常勤のものの給
与及び旅費に関する条例の一部を改正す
る条例

議案
第4号

人事院及び沖縄県人事委員会の給与勧告等を考慮し、村会計年
度任用職員の給与に関し所要の改定をする必要がある。 可決可決中城村会計年度任用職員の給与等に関す

る条例の一部を改正する条例

令和７年 第３回 臨時会（令和７年３月２６日）

議案番号 議案等の概要（提案理由）件　名 結果
議案
第32号 ６３億３,５６０万６１１円 可決可決中城村立中学校整備事業契約について

議案
第5号 補正額 2億9,028万4千円増額　総額 113億9,441万円 可決可決令和６年度中城村一般会計補正予算

（第９号）

議案
第6号 補正額 208万9千円増額　総額 25億4,928万1千円 可決可決令和６年度中城村国民健康保険

特別会計補正予算（第４号）

議案
第7号 補正額 49万7千円　総額 2億645万7千円 可決可決令和６年度中城村土地区画整理事業

特別会計補正予算（第３号）
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議
員 

①
新
年
度
の
保
育
士

採
用
状
況
及
び
待
機
児
童

ゼ
ロ
ヘ
の
取
組
み
は
。②
中

小
区
城
へ
の
認
可
学
董
ク

ラ
ブ
増
を
要
望
し
た
が
進

捗
状
況
は
。

村
長 

①
村
と
し
て
も
園
と

連
携
し
な
が
ら
安
心
し
て

子
育
て
で
き
る
よ
う
に
処

遇
改
善
や
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

こ
ど
も
課
長 

①
十
分
で
は

な
い
が
前
年
度
に
比
べ
多

く
の
保
育
士
を
採
用
で
き

て
い
ま
す
。新
た
に
バ
ス
ツ

ア
ー
や
休
憩
保
育
士
等
の

人
件
費
一
部
補
助
事
業
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。②
今
年

１
月
に
事
業
者
を
決
定
し
、

説
明
を
行
い
４
月
か
ら
事

業
実
施
で
き
る
よ
う
準
備

し
て
い
ま
す
。

議
員 

次
年
度
か
ら
は
保
護

者
の
不
安
を
解
消
し
て
待

機
児
童
ゼ
ロ
に
な
る
よ
う

し
っ
か
り
取
組
む
よ
う
に

強
く
要
望
し
ま
す
。

待
機
児
童・待
機
学
童

ゼ
ロ
へ
の
取
組
み
を

大城　常良　議員

一般質問 ※質問者が会議録から要約した原稿を編集しています。
村政を問う！ 令和7年3月定例議会

大
城 

常
良 

①
待
機
児
童
・
待
機
学
童
ゼ
ロ
へ
の
取
組
み
を

②
小
・
中
学
校
の
不
登
校
対
策
は

③
水
道
水
・
地
下
水
・
農
業
用
水
の
P
F
A
S
汚
染
の
現
状
は

④
施
政
方
針
よ
り 

⑤（
仮
称
）「
ご
さ
ま
る
し
ぇ
」設
置
は

新
垣 

善
功
①
学
校
給
食
費
無
償
化 

②
村
内
業
者
育
成

③
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
定
期
化
の
対
応

新
垣 

貞
則 

①
久
場
区
の
環
境
整
備 

②
中
城
村
の
施
設
整
備

③
学
校
環
境
整
備

安
里 

清
市 

①
令
和
７
年
度
予
算
編
成
方
針 

②
事
務
委
託
者
の
処
遇
改
善
を
求
む

③
ラ
ン
ド
セ
ル
の
購
入
補
助
で
負
担
軽
減

④
村
道
新
垣
中
央
線
の
整
備
計
画 

⑤
戦
後
８０
年
記
念
事
業

小
橋
川 

恵
美 

①
観
光
の
取
組
み 

②「
護
佐
丸
く
ん
」キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
活
用

③
自
治
会
加
入
率
の
現
状
と
課
題 

④
平
和
の
日
の
制
定

金
城 

章
①
新
道
路
久
場
前
浜
線
開
通
と
道
路
行
政 

②
施
政
方
針

③
新
小
・
中
学
校
建
設 

④
商
業
施
設
誘
致
の
取
組
み

新
垣 

修
①
世
界
遺
産
中
城
城
跡
・「
護
佐
丸
く
ん
」の
活
用
強
化

②
商
工
会
と
観
光
Ｐ
Ｒ

桃
原 

清
①
中
部
広
域
移
行 

②
南
上
原
地
区
へ
の
交
番
設
置

③
ご
さ
ま
る
し
ぇ
設
置 

④
姉
妹
都
市
協
定
諦
結
の
件

新
垣 

博
正
①
農
福
連
携
の
進
捗
状
況
は

②
官
民
連
携
に
よ
る
商
業
施
設
の
誘
致

③「
中
城
村
平
和
の
日
」制
定

④
ウ
ォ
ー
リ
ー
与
那
嶺
の
功
積
を
讃
え
て

玉
那
覇 

登
①
中
城
団
地
か
ら
国
道
３
２
９
号
線
に
下
る
階
段

②
地
震
・
津
波
に
対
す
る
災
害
対
策

③
セ
グ
ロ
ウ
リ
ミ
バ
エ
緊
急
防
除 

④
農
道
の
交
通
安
全
対
策

屋
良 

照
枝
①
施
政
方
針
ゴ
ミ
減
量
化
の
推
進
よ
り

②
生
き
が
い
づ
く
り

石
原 

昌
雄
①
地
域
交
通
計
画
の
進
捗
は 

②
地
域
懇
談
会
要
望
事
項
の
実
現
は

③
南
上
原
地
区
へ
の
交
番
所
設
置
は

議
員 

①
水
道
水（
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
）の
直
近
の
数
値
は
。②

農
業
者
に
と
っ
て
水
は
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。そ
こ
で

農
業
用
水
及
び
地
下
水
の

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
数
値
を
把
握
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が

村
長
の
見
解
は
。

村
長 

②
水
道
水
も
農
業
用

水
も
安
全
、安
心
で
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。安
心
し
て
農

業
を
行
い
、出
荷
で
き
る
よ

う
に
県
に
対
し
て
強
く
検

査
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

上
下
水
道
課
長 

①
直
近
の

調
査
結
果
は
合
計
値
で
最

小
数
値
が
０
．９
ナ
ノ
グ
ラ

ム
、最
大
数
値
が
２
．５
ナ

ノ
グ
ラ
ム
で
す
。

産
業
振
興
課
長 

②
今
後
も

県
・
村
・
西
原
町
と
連
携
し
て

原
因
究
明
に
向
け
た
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
を
進
め
ま
す
。

議
員 

村
民
や
農
業
者
の

方
々
の
不
安
を
払
拭
す
る

よ
う
に
強
く
要
望
し
ま
す
。

議
員 

不
登
校
人
数
が
過
去

３
年
間
、毎
年
約 

50
名
発

生
し
て
い
る
が
原
因
及
び

対
策
は
取
ら
れ
て
い
る
か
。

教
育
長 

教
育
委
員
会
も
相

談
員
を
配
置
し
た
り
、学
校

で
も
改
善
に
向
け
て
取
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

教
育
総
務
課
主
幹 

原
因
と

し
て
は
無
気
力
や
不
安
、生

活
の
乱
れ
等
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
が
あ
り
ま
す
。対
策
と

し
て
は
学
校
や
教
育
機
関

が
一
丸
と
な
っ
た
組
織
的

な
対
応
を
行
っ
て
お
り
、児

童
・
生
徒
や
保
護
者
へ
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

議
員 

新
年
度
も
少
な
い
予

算
で
大
き
な
成
果
を
成
し

遂
げ
る
よ
う
村
長
以
下
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

水
道
水・地
下
水・農
業
用
水
の

P
F
A
S
汚
染
の
現
状
は

小・中
学
校
の

不
登
校
対
策
は

（7）

令和7年3月定例議会 一般質問

※一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。

かわいいランドセルに毎日
いっぱい思い出をつめこんで
帰ってきてね。

中城小学校 ゆいりさんの父より

ピカピカのランドセルに新しい学校生
活楽しみだね。元気で明るい笑顔を忘
れずに。お母さんはいつでも味方だよ

津覇小学校 えみりさんの母より　

入学おめでとう。小学校では素敵
なお友達と勉強したり遊んだり楽
しい学校生活を送ってください。

津覇小学校 なおくんの父より

いろんな事にチャレンジし、たくさ
ん楽しもう！どんな時でも家族み
んなで応援するからね☆

南小学校 ましろさんの母より

楽しみにしていた1年生ですね。
お友達をたくさん作って小学校
生活を楽しんでね

南小学校 やすたかくんの父と母より

どんどん成長していく姿がう
れしいよ♡お友達とたくさん
楽しんでね

南小学校 こむぎさんの母より

否決
議案第31号 中城村立中学校整備事業契約について

討論のクローズアップ

　　　　　中城中学校建設整備事業について、中学校建設については反対ではありませんが、誤記だらけ
の議案書不備で本会議へ提案して認めてほしいとの事。

　この議案の誤りを直して、後日再提案する事を望み書類不備での議案に反対します。

議
案
に
反
対

可決
意見書第3号 高額療養費制度の自己負担額引き上げの撤回を求める意見書

　　　　　　　高額療養費制度は、国民が安心して医療をうけられる重要な制度です。

　自己負担額の引き上げは、経済的な理由で受診を控えざるえない人を増やし、病状の悪化をまねく恐れが
あり、結果として、入院や高度医療が必要となり医療費全体の増加につながる可能性があります。

　特に、高齢者や低所得者、慢性疾患を抱える方にとって負担増は深刻です。近年の物価高騰の続くなか、さ
らなる医療費負担を強いることは適切ではありません。

　よって、賛成といたします。

議
案
に
賛
成

○

伊
佐
　則
勝

石
原
　昌
雄

新
垣
　
　修

新
垣
　善
功

仲
松
　正
敏

新
垣
　貞
則

新
垣
　博
正

安
里
　清
市

玉
那
覇
　登

屋
良
　照
枝

桃
原
　
　清

大
城
　常
良

金
城
　
　章

小
橋
川
恵
美

採
決
の
結
果

議員

議案

議
長

否
決 ○

××××××××

○

× ×議案第31号
中学校整備事業契約について

表紙の保護者さんからのメッセージ表紙の保護者さんからのメッセージ

「○」：賛成　「×」：反対原案に対しての採決

令和7年3月定例議会
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議
員 

①
新
年
度
の
保
育
士

採
用
状
況
及
び
待
機
児
童

ゼ
ロ
ヘ
の
取
組
み
は
。②
中

小
区
城
へ
の
認
可
学
董
ク

ラ
ブ
増
を
要
望
し
た
が
進

捗
状
況
は
。

村
長 

①
村
と
し
て
も
園
と

連
携
し
な
が
ら
安
心
し
て

子
育
て
で
き
る
よ
う
に
処

遇
改
善
や
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

こ
ど
も
課
長 

①
十
分
で
は

な
い
が
前
年
度
に
比
べ
多

く
の
保
育
士
を
採
用
で
き

て
い
ま
す
。新
た
に
バ
ス
ツ

ア
ー
や
休
憩
保
育
士
等
の

人
件
費
一
部
補
助
事
業
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。②
今
年

１
月
に
事
業
者
を
決
定
し
、

説
明
を
行
い
４
月
か
ら
事

業
実
施
で
き
る
よ
う
準
備

し
て
い
ま
す
。

議
員 

次
年
度
か
ら
は
保
護

者
の
不
安
を
解
消
し
て
待

機
児
童
ゼ
ロ
に
な
る
よ
う

し
っ
か
り
取
組
む
よ
う
に

強
く
要
望
し
ま
す
。

待
機
児
童・待
機
学
童

ゼ
ロ
へ
の
取
組
み
を

大城　常良　議員

一般質問 ※質問者が会議録から要約した原稿を編集しています。
村政を問う！ 令和7年3月定例議会

大
城 

常
良 

①
待
機
児
童
・
待
機
学
童
ゼ
ロ
へ
の
取
組
み
を

②
小
・
中
学
校
の
不
登
校
対
策
は

③
水
道
水
・
地
下
水
・
農
業
用
水
の
P
F
A
S
汚
染
の
現
状
は

④
施
政
方
針
よ
り 

⑤（
仮
称
）「
ご
さ
ま
る
し
ぇ
」設
置
は

新
垣 

善
功
①
学
校
給
食
費
無
償
化 

②
村
内
業
者
育
成

③
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
定
期
化
の
対
応

新
垣 
貞
則 
①
久
場
区
の
環
境
整
備 

②
中
城
村
の
施
設
整
備

③
学
校
環
境
整
備

安
里 

清
市 

①
令
和
７
年
度
予
算
編
成
方
針 

②
事
務
委
託
者
の
処
遇
改
善
を
求
む

③
ラ
ン
ド
セ
ル
の
購
入
補
助
で
負
担
軽
減

④
村
道
新
垣
中
央
線
の
整
備
計
画 

⑤
戦
後
８０
年
記
念
事
業

小
橋
川 

恵
美 

①
観
光
の
取
組
み 
②「
護
佐
丸
く
ん
」キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
活
用

③
自
治
会
加
入
率
の
現
状
と
課
題 

④
平
和
の
日
の
制
定

金
城 

章
①
新
道
路
久
場
前
浜
線
開
通
と
道
路
行
政 

②
施
政
方
針

③
新
小
・
中
学
校
建
設 

④
商
業
施
設
誘
致
の
取
組
み

新
垣 

修
①
世
界
遺
産
中
城
城
跡
・「
護
佐
丸
く
ん
」の
活
用
強
化

②
商
工
会
と
観
光
Ｐ
Ｒ

桃
原 

清
①
中
部
広
域
移
行 

②
南
上
原
地
区
へ
の
交
番
設
置

③
ご
さ
ま
る
し
ぇ
設
置 

④
姉
妹
都
市
協
定
諦
結
の
件

新
垣 

博
正
①
農
福
連
携
の
進
捗
状
況
は

②
官
民
連
携
に
よ
る
商
業
施
設
の
誘
致

③「
中
城
村
平
和
の
日
」制
定

④
ウ
ォ
ー
リ
ー
与
那
嶺
の
功
積
を
讃
え
て

玉
那
覇 

登
①
中
城
団
地
か
ら
国
道
３
２
９
号
線
に
下
る
階
段

②
地
震
・
津
波
に
対
す
る
災
害
対
策

③
セ
グ
ロ
ウ
リ
ミ
バ
エ
緊
急
防
除 

④
農
道
の
交
通
安
全
対
策

屋
良 

照
枝
①
施
政
方
針
ゴ
ミ
減
量
化
の
推
進
よ
り

②
生
き
が
い
づ
く
り

石
原 

昌
雄
①
地
域
交
通
計
画
の
進
捗
は 

②
地
域
懇
談
会
要
望
事
項
の
実
現
は

③
南
上
原
地
区
へ
の
交
番
所
設
置
は

議
員 

①
水
道
水（
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
）の
直
近
の
数
値
は
。②

農
業
者
に
と
っ
て
水
は
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。そ
こ
で

農
業
用
水
及
び
地
下
水
の

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
数
値
を
把
握
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が

村
長
の
見
解
は
。

村
長 

②
水
道
水
も
農
業
用

水
も
安
全
、安
心
で
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。安
心
し
て
農

業
を
行
い
、出
荷
で
き
る
よ

う
に
県
に
対
し
て
強
く
検

査
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

上
下
水
道
課
長 

①
直
近
の

調
査
結
果
は
合
計
値
で
最

小
数
値
が
０
．９
ナ
ノ
グ
ラ

ム
、最
大
数
値
が
２
．５
ナ

ノ
グ
ラ
ム
で
す
。

産
業
振
興
課
長 

②
今
後
も

県
・
村
・
西
原
町
と
連
携
し
て

原
因
究
明
に
向
け
た
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
を
進
め
ま
す
。

議
員 

村
民
や
農
業
者
の

方
々
の
不
安
を
払
拭
す
る

よ
う
に
強
く
要
望
し
ま
す
。

議
員 

不
登
校
人
数
が
過
去

３
年
間
、毎
年
約 

50
名
発

生
し
て
い
る
が
原
因
及
び

対
策
は
取
ら
れ
て
い
る
か
。

教
育
長 

教
育
委
員
会
も
相

談
員
を
配
置
し
た
り
、学
校

で
も
改
善
に
向
け
て
取
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

教
育
総
務
課
主
幹 

原
因
と

し
て
は
無
気
力
や
不
安
、生

活
の
乱
れ
等
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
が
あ
り
ま
す
。対
策
と

し
て
は
学
校
や
教
育
機
関

が
一
丸
と
な
っ
た
組
織
的

な
対
応
を
行
っ
て
お
り
、児

童
・
生
徒
や
保
護
者
へ
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

議
員 

新
年
度
も
少
な
い
予

算
で
大
き
な
成
果
を
成
し

遂
げ
る
よ
う
村
長
以
下
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

水
道
水・地
下
水・農
業
用
水
の

P
F
A
S
汚
染
の
現
状
は

小・中
学
校
の

不
登
校
対
策
は

（7）
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議
員 

新
入
学
児
童
の
ラ
ン

ド
セ
ル
は
高
価
で
あ
り
、購

入
補
助
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

教
育
長 

実
施
す
る
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。

議
員 

ラ
ン
ド
セ
ル
以
外
の

バ
ッ
グ
も
使
用
で
き
る
旨

小橋川　恵美　議員
めぐみ

議
員 

仮
称「
中
城
村
平
和
の

日
」事
業
の
構
想
・
概
要
は
。

企
画
課
長 

終
戦
後
、国
内

外
か
ら
の
引
揚
者
が
久
場
埼

の
海
岸
か
ら
上
陸
を
始
め
た

と
さ
れ
る
８
月 

17
日
を
候

補
日
と
し
、世
界
の
恒
久
平

和
と
村
民
に
平
和
を
考
え

る
場
の
創
出
と
し
て
記
念

式
典
な
ど
の
開
催
を
計
画
、

県
外
へ
も
Ｈ
Ｐ
や
広
報
誌
に

よ
る
発
信
を
検
討
し
ま
す
。

議
員 

私
に
も
戦
争
中
に
南

方
テ
ニ
ア
ン
で
戦
死
し
遺

骨
も
帰
ら
ず
、写
真
も
無

く
平
和
の
礎
に
名
を
残
す

の
み
と
な
っ
た
叔
父
が
お

り
ま
す
。多
く
の
村
民
の
皆

様
に
も
同
様
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

戦
争
を
憎
み
戦
争
を
起
こ

さ
せ
な
い
た
め
に
も
本
事

業
の
進
捗
に
期
待
を
申
し

上
げ
ま
す
。

令
和
7
年
度

予
算
編
成
方
針

議
員 

予
算
編
成
方
針
の
根

幹
は
。

企
画
課
長 

持
続
可
能
で
健

全
性
を
保
つ
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

議
員 

自
治
会
応
援
補
助
金

の
削
減
は
、自
治
会
の
重

要
性
を
評
価
し
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長 

今
回
の
縮
減

は
、補
助
金
の
趣
旨
に
か
ん

が
み
て
の
こ
と
で
あ
り
、自

治
会
の
重
要
性
の
否
定
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
護
佐
丸
く
ん
」の

活
用
強
化

議
員 「
護
佐
丸
く
ん
」を
活

用
し
て
の
観
光
や
地
域
振

興
を
活
性
化
で
き
る
と
考

え
る
が
所
見
を
伺
う
。

産
業
振
興
課
長 

「
護
佐
丸

く
ん
」は
村
内
に
て
愛
さ
れ

る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
活

用
し
て
い
る
、様
々
な
イ
ベ

ン
ト
に
て
活
動
し
て
い
ま

す
。

議
員 

滋
賀
県
彦
根
市
の

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ひ
こ

に
ゃ
ん
」は
彦
根
城
の
Ｐ
Ｒ

と
上
手
く
コ
ラ
ボ
し
全
国

的
な
知
名
度
も
あ
り
多
く

の
経
済
効
果
を
生
ん
で
い

ま
す
。「
護
佐
丸
く
ん
」も

今
後
村
外
へ
向
け
て
中
城

城
跡
や
ふ
る
さ
と
納
税
に

も
取
入
れ
な
が
ら
強
く
Ｐ

Ｒ
で
き
る
よ
う
に
様
々
な

取
組
み
を
強
化
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

安里　清市　議員
の
広
報
を
強
化
し
、新
入

学
児
童
の
父
母
の
負
担
感

を
減
ら
す
こ
と
は
可
能
か
。

教
育
総
務
課
主
幹 

校
長
会

を
通
じ
て
通
知
・
広
報
を
依

頼
し
て
い
ま
す
。入
学
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
も
ラ
ン

ド
セ
ル
以
外
も
使
用
可
能

と
周
知
し
て
い
ま
す
。

議
員 

上
限
を
決
め
て
そ
の

範
囲
内
で
の
通
学
バ
ッ
グ

な
ど
の
購
入
補
助
と
併
せ

て
ラ
ン
ド
セ
ル
以
外
の
選

択
肢
に
つ
い
て
も
広
報
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ラ
ン
ド
セ
ル
の
購
入
補
助

平
和
の
日
制
定

戦
後
80
年
記
念
事
業

総
務
課
長 

令
和
６
年
３
月

末
時
点
で
加
入
率
は
37
．17

％
で
、上
位
が
中
城
団
地

１
０
０
％
、下
位
が
南
上
原

の
10
．21
％
加
入
率
低
下
理

由
は
、時
代
の
変
遷
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
の
低
下
に

加
え
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
自
粛

を
受
け
、地
域
の
つ
な
が
り

が
希
薄
に
な
っ
て
い
っ
た
こ

と
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

議
員 

21
の
自
治
会
役
員
が

座
談
会
形
式
で
集
ま
り
他

自
治
会
の
取
組
み
等
を
共

有
し
て
今
後
の
自
治
会
運

営
や
加
入
促
進
に
役
立
て

て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長 

自
治
会
へ
の
補

助
金
の
活
用
な
ど
も
含
め
、

一
緒
に
話
し
合
う
こ
と
は

い
い
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

議
員 

各
自
治
会
と
も
交

流
し
、地
域
の
課
題
を
共

有
し
、中
城
村
全
体
の
自

治
会
加
入
促
進
へ
つ
な
げ

て
い
け
る
よ
う
に
取
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

自
治
会
加
入
率
の

現
状
と
課
題
は

議
員 

進
捗
状
況
と
、そ
の

後
の
取
組
み
及
び
関
連
し

て
サ
ン
ヒ
ル
ズ
近
く
の
側

溝
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
建
設
課
長 

諸
課
題
が

あ
り
設
計
に
時
間
を
要
し

て
い
ま
す
。７
年
度
も
継
続

し
て
設
計
業
務
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。サ
ン
ヒ
ル
ズ

側
の
側
溝
の
整
備
に
つ
い
て

は
維
持
管
理
の
要
望
書
に

組
み
込
ん
で
い
た
だ
き
、財

政
が
ゆ
る
す
範
囲
で
修
繕

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

村
道
新
垣
中
央
線
の

整
備
計
画

議
員 

７
月
に
ジ
ャ
ン
グ
リ

ア
が
開
業
し
、さ
ら
に
観
光

客
の
増
加
が
予
測
さ
れ
ま

す
が
本
村
の
観
光
へ
の
現

在
の
課
題
は
何
か
。

産
業
振
興
課
長 

中
城
城
跡

の
観
光
誘
致
と
し
て
考
え
る

と
付
近
に
お
土
産
品
店
等
の

物
販
や
飲
食
、宿
泊
施
設
等

の
環
境
が
整
っ
て
お
ら
ず
、滞

在
時
間
が
短
い
通
過
型
観
光

と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

議
員 

今
後
の
長
期
的
取
組

み
は
あ
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長 

平
成
29
年

度
に
中
城
村
観
光
振
興
計

画
を
策
定
し
て
い
ま
す
が
、

7
年
経
過
し
て
い
る
た
め
、

新
た
な
観
光
振
興
計
画
を

策
定
す
る
考
え
で
す
。

議
員 

現
在
の
観
光
振
興
計

画
は
村
民
や
中
学
生
の
声

も
反
映
し
て
い
ま
す
。今
後

も
村
民
の
意
見
も
取
入
れ

な
が
ら
早
急
に
課
題
へ
取

組
ん
で
く
だ
さ
い
。

観
光
の
取
組
み
は

彦根市の
公式キャラクター
【ひこにゃん】

中城村の
公式キャラクター
【護佐丸くん】

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

●
事
務
委
託
者
の
処
遇
改
善

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

●
平
和
の
日
の
制
定

へ
ん
せ
ん

（9）

令和7年3月定例議会 一般質問

※一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。

学
校
の
環
境
整
備

学
校
給
食
費
無
償
化

議
員 

中
城
中
学
校
校
門
前

で
生
徒
達
や
大
人
の
挨
拶

運
動
を
通
し
て
活
気
溢
れ

る
学
校
に
す
る
取
組
み
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

村
長 

貞
則
議
員
に
は
、ほ

ぼ
毎
朝
、生
徒
の
安
全
の
た

め
に
交
通
安
全
指
導
を
し

て
、県
か
ら
功
労
者
賞
を
頂

い
て
お
り
ま
す
。（
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。）

挨
拶
運
動
は
、中
学
生
の
み

な
ら
ず
全
て
の
児
童
・
生

徒
・
大
人
も
挨
拶
を
通
じ
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生

ま
れ
、活
気
溢
れ
る
中
城
村

に
な
る
と
思
い
ま
す
。何
ら

か
の
広
報
を
用
い
て
、議
員

提
案
の
広
報
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員 

県
は
令
和
7
年
度
か

ら
中
学
校
の
給
食
費
の
半

額
補
助
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、本

村
で
は
、小
学
校
給
食
費

に
つ
い
て
は
、ど
の
様
に
対

応
し
て
い
く
考
え
か
説
明

を
求
め
ま
す
。

村
長 

本
村
で
は
、中
学
校

給
食
費
を
無
償
化
す
る
た

め
半
額
は
村
が
負
担
し
て

い
く
考
え
で
す
。小
学
校
給

食
費
の
値
上
げ
分
に
つ
い
て

は
、村
負
担
で
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員 

中
学
校
だ
け
完
全
無

償
化
す
る
の
で
な
く
、中
学

校
・
小
学
校
と
も
半
額
補

助
に
し
た
時
の
村
の
財
政

負
担
は
、1
千
1
0
0
万

円
位
で
残
り
は
国
か
ら
の

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

と
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

で
充
当
す
れ
ば
で
き
る
こ

と
な
ん
で
す
。中
学
校
は
完

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

定
期
化

議
員 

令
和
７
年
度
か
ら
の

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
定

期
化
に
つ
い
て
説
明
を
求

め
ま
す
。

こ
ど
も
課
長 
村
が
接
種
費

用
の
半
額
以
上
の
助
成
を

検
討
し
準
備
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

議
員 

①
久
場
賀
武
道
線
、

電
力
変
電
所
周
辺
の
道
路

は
沈
下
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

が
壊
れ
て
い
る
が
対
策
は
。

②
中
城
村
第
５
次
総
合
計

画
で
は
、中
城
モ
ー
ル
周
辺

の
海
岸
を
エ
コ
コ
ー
ス
ト

事
業
の
整
備
地
区
と
あ
る

が
事
業
内
容
は
、今
後
の

観
光
振
興
の
取
組
み
は
。

都
市
建
設
課
長 

①
久
場
賀

武
道
線
の
箇
所
は
中
部
土

木
事
務
所
の
す
べ
り
地
区

で
事
業
化
さ
れ
て
い
る
。村

と
し
て
は
早
期
の
工
事
着

手
に
向
け
て
要
望
し
て
い
き

ま
す
。

産
業
振
興
課
長 

②
沖
縄
県

が
主
体
と
な
っ
て
整
備
す

る
事
業
に
な
り
ま
す
。当
面

の
計
画
は
な
く
、現
段
階
で

は
保
全
活
用
に
力
を
入
れ

て
い
る
状
況
で
す
。

久
場
地
区
の
環
境
整
備

議
員 

以
前
は
、村
の
発
注

す
る
工
事
に
つ
い
て
は
指

名
競
争
入
札
を
基
本
に
受

注
業
者
を
村
内
7
社
、村

外
3
社
の
割
合
で
指
名
し

て
い
た
が
、最
近
は
、15
社

指
名
し
、村
内
村
外
半
々
の

割
合
で
指
名
さ
れ
て
、村
内

業
者
が
受
注
す
る
こ
と
は

厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。指

名
業
者
を 

10
社
に
し
て
村

内
業
者
を
8
割
以
上
に
し

て
ほ
し
い
と
の
声
が
あ
り
、

又
、村
商
工
会
か
ら
も
毎

年
村
内
優
先
の
要
請
も
あ

り
見
直
し
す
べ
き
と
思
い

ま
す
が
説
明
を
求
め
ま
す
。

村
長 

令
和
7
年
度
も
地
元

企
業
優
先
で
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。指
名

企
業
数
に
つ
い
て
は
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

総
務
課
長 

指
名
競
争
入
札

を
基
本
と
し
て
お
り
、地
元

業
者
か
ら
の
8
社
以
内
で

地
元
業
者
数
を
増
や
し
て

ほ
し
い
等
の
要
望
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
対
応
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

全
無
償
化
、小
学
校
は
値

上
げ
分
だ
け
で
は
不
公
平

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

小
学
校
の
父
兄
か
ら
は
不

満
が
で
ま
す
よ
！
財
政
調

整
基
金（
村
の
預
金
）は
6

億
円
も
あ
る
ん
だ
か
ら
、1

千
1
0
0
万
円
は
負
担
で

き
る
と
思
い
ま
す
が
。

村
長 

今
回
は
、部
活
と
か

学
習
塾
等
教
育
費
の
負
担

が
大
き
く
か
か
る
中
学
校

か
ら
支
援
し
て
い
く
こ
と
に

し
ま
し
た
の
で
ご
理
解
の
ほ

ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
員 

①
登
又
南
伸
道
路

は
、登
又
区
民
の
生
活
道

路
と
し
て
利
用
し
て
い
る

が
、舗
装
不
足
に
よ
る
道

路
の
凹
凸
等
が
あ
り
、今

後
の
道
路
整
備
計
画
は
②

民
生
委
員
児
童
委
員
が
令

和
６
年
度
の
児
童
の
遊
び

場
は
遊
具
の
危
険
箇
所
が

多
い
が
、今
後
の
修
繕
の
取

組
み
は
。

都
市
建
設
課
長 

①
登
又
南

伸
道
路
は
、舗
装
構
成
改
良

事
業
を
活
用
し
て
道
路
整

備
を
行
っ
て
い
る
。今
年
度
、

南
伸
１
号
線
の
一
部
を
施

工
完
了
し
、今
後
も
詳
細

設
計
を
行
い
な
が
ら
舗
装

工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

②
令
和
７
年
度
、公
園
長

寿
命
化
計
画
を
策
定
し
、

補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
し
て

対
象
と
な
っ
た
遊
具
の
更

新
を
行
う
予
定
で
す
。

中
城
村
の
施
設
整
備

村
内
業
者
育
成

久場賀武道線の現状

新垣　貞則　議員

新垣　善功　議員
よしのり

登又南伸1号線の道路整備

（8）※一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。
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議
員 

新
入
学
児
童
の
ラ
ン

ド
セ
ル
は
高
価
で
あ
り
、購

入
補
助
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

教
育
長 

実
施
す
る
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。

議
員 

ラ
ン
ド
セ
ル
以
外
の

バ
ッ
グ
も
使
用
で
き
る
旨

小橋川　恵美　議員
めぐみ

議
員 

仮
称「
中
城
村
平
和
の

日
」事
業
の
構
想
・
概
要
は
。

企
画
課
長 

終
戦
後
、国
内

外
か
ら
の
引
揚
者
が
久
場
埼

の
海
岸
か
ら
上
陸
を
始
め
た

と
さ
れ
る
８
月 

17
日
を
候

補
日
と
し
、世
界
の
恒
久
平

和
と
村
民
に
平
和
を
考
え

る
場
の
創
出
と
し
て
記
念

式
典
な
ど
の
開
催
を
計
画
、

県
外
へ
も
Ｈ
Ｐ
や
広
報
誌
に

よ
る
発
信
を
検
討
し
ま
す
。

議
員 

私
に
も
戦
争
中
に
南

方
テ
ニ
ア
ン
で
戦
死
し
遺

骨
も
帰
ら
ず
、写
真
も
無

く
平
和
の
礎
に
名
を
残
す

の
み
と
な
っ
た
叔
父
が
お

り
ま
す
。多
く
の
村
民
の
皆

様
に
も
同
様
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

戦
争
を
憎
み
戦
争
を
起
こ

さ
せ
な
い
た
め
に
も
本
事

業
の
進
捗
に
期
待
を
申
し

上
げ
ま
す
。

令
和
7
年
度

予
算
編
成
方
針

議
員 

予
算
編
成
方
針
の
根

幹
は
。

企
画
課
長 

持
続
可
能
で
健

全
性
を
保
つ
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

議
員 

自
治
会
応
援
補
助
金

の
削
減
は
、自
治
会
の
重

要
性
を
評
価
し
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長 

今
回
の
縮
減

は
、補
助
金
の
趣
旨
に
か
ん

が
み
て
の
こ
と
で
あ
り
、自

治
会
の
重
要
性
の
否
定
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
護
佐
丸
く
ん
」の

活
用
強
化

議
員 「
護
佐
丸
く
ん
」を
活

用
し
て
の
観
光
や
地
域
振

興
を
活
性
化
で
き
る
と
考

え
る
が
所
見
を
伺
う
。

産
業
振
興
課
長 

「
護
佐
丸

く
ん
」は
村
内
に
て
愛
さ
れ

る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
活

用
し
て
い
る
、様
々
な
イ
ベ

ン
ト
に
て
活
動
し
て
い
ま

す
。

議
員 

滋
賀
県
彦
根
市
の

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ひ
こ

に
ゃ
ん
」は
彦
根
城
の
Ｐ
Ｒ

と
上
手
く
コ
ラ
ボ
し
全
国

的
な
知
名
度
も
あ
り
多
く

の
経
済
効
果
を
生
ん
で
い

ま
す
。「
護
佐
丸
く
ん
」も

今
後
村
外
へ
向
け
て
中
城

城
跡
や
ふ
る
さ
と
納
税
に

も
取
入
れ
な
が
ら
強
く
Ｐ

Ｒ
で
き
る
よ
う
に
様
々
な

取
組
み
を
強
化
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

安里　清市　議員
の
広
報
を
強
化
し
、新
入

学
児
童
の
父
母
の
負
担
感

を
減
ら
す
こ
と
は
可
能
か
。

教
育
総
務
課
主
幹 

校
長
会

を
通
じ
て
通
知
・
広
報
を
依

頼
し
て
い
ま
す
。入
学
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
も
ラ
ン

ド
セ
ル
以
外
も
使
用
可
能

と
周
知
し
て
い
ま
す
。

議
員 

上
限
を
決
め
て
そ
の

範
囲
内
で
の
通
学
バ
ッ
グ

な
ど
の
購
入
補
助
と
併
せ

て
ラ
ン
ド
セ
ル
以
外
の
選

択
肢
に
つ
い
て
も
広
報
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ラ
ン
ド
セ
ル
の
購
入
補
助

平
和
の
日
制
定

戦
後
80
年
記
念
事
業

総
務
課
長 

令
和
６
年
３
月

末
時
点
で
加
入
率
は
37
．17

％
で
、上
位
が
中
城
団
地

１
０
０
％
、下
位
が
南
上
原

の
10
．21
％
加
入
率
低
下
理

由
は
、時
代
の
変
遷
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
の
低
下
に

加
え
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
自
粛

を
受
け
、地
域
の
つ
な
が
り

が
希
薄
に
な
っ
て
い
っ
た
こ

と
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

議
員 

21
の
自
治
会
役
員
が

座
談
会
形
式
で
集
ま
り
他

自
治
会
の
取
組
み
等
を
共

有
し
て
今
後
の
自
治
会
運

営
や
加
入
促
進
に
役
立
て

て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長 

自
治
会
へ
の
補

助
金
の
活
用
な
ど
も
含
め
、

一
緒
に
話
し
合
う
こ
と
は

い
い
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

議
員 

各
自
治
会
と
も
交

流
し
、地
域
の
課
題
を
共

有
し
、中
城
村
全
体
の
自

治
会
加
入
促
進
へ
つ
な
げ

て
い
け
る
よ
う
に
取
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

自
治
会
加
入
率
の

現
状
と
課
題
は

議
員 

進
捗
状
況
と
、そ
の

後
の
取
組
み
及
び
関
連
し

て
サ
ン
ヒ
ル
ズ
近
く
の
側

溝
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
建
設
課
長 

諸
課
題
が

あ
り
設
計
に
時
間
を
要
し

て
い
ま
す
。７
年
度
も
継
続

し
て
設
計
業
務
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。サ
ン
ヒ
ル
ズ

側
の
側
溝
の
整
備
に
つ
い
て

は
維
持
管
理
の
要
望
書
に

組
み
込
ん
で
い
た
だ
き
、財

政
が
ゆ
る
す
範
囲
で
修
繕

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

村
道
新
垣
中
央
線
の

整
備
計
画

議
員 

７
月
に
ジ
ャ
ン
グ
リ

ア
が
開
業
し
、さ
ら
に
観
光

客
の
増
加
が
予
測
さ
れ
ま

す
が
本
村
の
観
光
へ
の
現

在
の
課
題
は
何
か
。

産
業
振
興
課
長 

中
城
城
跡

の
観
光
誘
致
と
し
て
考
え
る

と
付
近
に
お
土
産
品
店
等
の

物
販
や
飲
食
、宿
泊
施
設
等

の
環
境
が
整
っ
て
お
ら
ず
、滞

在
時
間
が
短
い
通
過
型
観
光

と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

議
員 

今
後
の
長
期
的
取
組

み
は
あ
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長 

平
成
29
年

度
に
中
城
村
観
光
振
興
計

画
を
策
定
し
て
い
ま
す
が
、

7
年
経
過
し
て
い
る
た
め
、

新
た
な
観
光
振
興
計
画
を

策
定
す
る
考
え
で
す
。

議
員 
現
在
の
観
光
振
興
計

画
は
村
民
や
中
学
生
の
声

も
反
映
し
て
い
ま
す
。今
後

も
村
民
の
意
見
も
取
入
れ

な
が
ら
早
急
に
課
題
へ
取

組
ん
で
く
だ
さ
い
。

観
光
の
取
組
み
は

彦根市の
公式キャラクター
【ひこにゃん】

中城村の
公式キャラクター
【護佐丸くん】

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

●
事
務
委
託
者
の
処
遇
改
善

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

●
平
和
の
日
の
制
定

へ
ん
せ
ん

（9）
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議
員 

地
域
公
共
交
通
計
画

の
進
捗
と
課
題
に
つ
い
て

伺
う
。

①
護
佐
丸
バ
ス
の
全
字
通

過
の
実
現
は
で
き
る
か
。早

朝
の
ル
ー
ト
見
直
し
は
。

②
各
字
で
の
バ
ス
停
の
増

設
は
で
き
る
か
。

③
潮
垣
線
の
津
覇
か
ら
安

里
間
の
護
佐
丸
バ
ス
の
運

行
は
可
能
か
。

④
交
通
弱
者
や
利
用
者
の

立
場
に
寄
り
添
っ
た
交
通

計
画
に
す
る
に
は
。

⑤
観
光
客
の
一
助
と
な
る

城
跡
ル
ー
ト
の
導
入
は
で

き
る
か
。

企
画
課
長 

①
全
字
通
過
は

需
要
と
合
理
性
で
検
討
。

②
バ
ス
停
は
原
則
一
字
一

か
所
。

③
潮
垣
線
運
行
は
対
向
車

と
の
す
れ
違
い
が
困
難
で
厳

し
い
。

④
利
用
者
の
声
を
反
映
す

べ
き
と
考
え
る
が
予
算
と

運
転
手
の
確
保
が
必
要
。

⑤
中
城
公
園
内
の
運
行
許

可
が
可
能
な
ら
検
討
す
る
。

議
員 

下
地
区
の
北
浜
、南

浜
、伊
集
、和
宇
慶
の
子
供

た
ち
も
護
佐
丸
バ
ス
の
朝

一
便
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
計
画
に
反
映
さ
せ
て
ほ

し
い
。交
通
弱
者
や
免
許
返

上
者
は
減
免
の
拡
大
を
。

地
域
公
共
交
通
協
議
会
に

は
村
の
意
見
を
吸
い
上
げ
て

村
民
目
線
で
地
域
公
共
交

通
計
画
を
進
め
て
ほ
し
い
。

中
部
広
域
都
市
計
画

区
域
へ
の
移
行

議
員 

那
覇
広
域
都
市
計
画

区
域
か
ら
中
部
広
域
都
市

計
画
区
域
へ
の
移
行
に
つ

い
て
進
捗
状
況
を
伺
う
。

都
市
建
設
課
長 

令
和
５
年

度
に
中
城
村
・
北
中
城
村

協
同
ま
ち
づ
く
り
計
画
を

策
定
し
、令
和
６
年
度
中
に

土
地
利
用
計
画
案
及
び
立

地
適
正
化
計
画
案
を
策
定

予
定
で
あ
り
、沖
縄
県
か
ら

求
め
ら
れ
て
い
る
計
画
な

ど
の
資
料
は
す
で
に
策
定

し
て
あ
る
が
、令
和
９
年
度

の
沖
縄
県
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
改
定
に
向
け
て
用
途
指

定
や
住
民
の
合
意
形
成
等
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
は
か
な

り
厳
し
い
。

議
員 

こ
の
中
部
広
域
都
市

計
画
区
域
へ
の
移
行
と
い

う
案
は
、長
年
土
地
利
用

が
難
し
い
と
言
わ
れ
て
き

た
本
村
に
於
い
て
は
画
期

的
な
案
で
あ
り
、是
非
実

現
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

副
村
長 

県
の
令
和
９
年
度

の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
組
み

込
む
事
が
出
来
な
け
れ
ば
、

次
は
14
年
度
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
と
言
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。令
和
元
年
か
ら
頑
張
っ

て
き
て
い
ま
す
の
で
今
や
め

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。引

き
続
き
や
っ
て
い
き
ま
す
。

地
域
懇
談
会
要
望

事
項
の
実
現
は

議
員 

７
月
に
実
施
し
た
地

域
懇
談
会
で
の
各
字
か
ら
の

要
望
事
項
は
ど
の
よ
う
に

整
理
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

①
令
和
７
年
度
の
事
業
化

や
予
算
化
は
で
き
た
か
。

②
各
字
に
公
平
に
事
業
の

計
画
は
で
き
る
か
。

村
長 

懇
談
会
の
中
か
ら
中

城
小
区
域
の
学
童
ク
ラ
ブ
、

加
齢
性
難
聴
者
補
聴
器
購

入
費
用
助
成
、役
場
跡
地
の

「
仮
称
ご
さ
ま
る
し
ぇ
」の

設
置
を
取
組
ん
で
い
ま
す
。

企
画
課
長 

行
政
懇
談
会
要

録
を
各
自
治
会
長
へ
、村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

予
算
が
伴
う
も
の
は
優
先

順
位
を
つ
け
、各
字
公
平
に

担
当
課
で
対
応
。

議
員 

安
心
・
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
南
上
原

地
区
の
交
番
の
設
置
要
望

が
あ
る
が
、進
捗
を
伺
う
。

①
設
置
時
期
は
わ
か
る
か
。

②
設
置
場
所
は
ど
こ
か
。

村
長 

南
上
原
地
区
の
交
番

設
置
の
要
望
が
多
い
の
で
、

宜
野
湾
署
と
一
緒
に
早
期

の
設
置
に
向
け
て
前
向
き

に
頑
張
っ
て
要
望
し
て
い
き

ま
す
。

住
民
生
活
課
長 

設
置
場
所

に
つ
い
て
糸
蒲
公
園
内
で
協

議
を
進
め
て
い
る
。

石原　昌雄　議員

桃原　清　議員
議
員 

今
般
、政
務
調
査
に

て
訪
問
し
た
徳
島
県
板
野

町
よ
り
、是
非
姉
妹
都
市

協
定
を
締
結
し
た
い
と
の

申
し
出
が
あ
っ
た
。前
向
き

に
検
討
し
て
い
た
だ
け
な

い
か
伺
う
。

企
画
課
長 

新
規
に
姉
妹
都

市
等
を
締
結
す
る
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。

姉
妹
都
市
協
定
締
結
の
件

議
員 

南
上
原
地
区
へ
の
交

番
設
置
に
つ
い
て
は
、現
在

進
展
が
見
受
け
ら
れ
な
い
。

現
在
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

住
民
生
活
課
長 

こ
れ
ま
で

は
交
通
安
全
の
出
発
式
等

機
会
あ
る
ご
と
に
署
長
に

話
し
た
り
、２
月 

27
日
に
は

宜
野
湾
署
を
直
接
訪
ね
て

設
置
に
つ
い
て
要
請
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

議
員 

私
が
以
前
提
案
し
た

奥
間
設
置
案
は
ど
う
で
す
か
。

村
長 

南
上
原
へ
の
設
置
と

い
う
事
で
要
望
し
て
き
ま

し
た
の
で
、そ
こ
か
ら
話
を

進
め
て
い
き
た
い
。

南
上
原
地
区
へ
の

交
番
設
置

地
域
公
共
交
通
計
画
の

進
捗
は

南
上
原
地
区
へ
の

交
番
設
置
は

議
員 

「
ご
さ
ま
る
し
ぇ
」の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
振
興
課
長 

昨
年
実
施

し
た
商
工
会
会
員
向
け
の

公
募
状
況
は
、運
営
事
業

者
の
申
し
出
は
あ
り
ま
せ

ん
。今
後
は
公
募
条
件
を
拡

充
し
、引
き
続
き
運
営
事

業
者
を
募
り
、説
明
会
、現

地
見
学
会
を
行
い
、５
月
に

は
事
業
者
を
最
終
決
定
し
、

６
月
に
は
締
結
を
行
う
予

定
で
す
。

「
ご
さ
ま
る
し
ぇ
」の
設
置

（11）

令和7年3月定例議会 一般質問

※一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。

久
場
前
浜
原
線
開
通
と

下
水
道
設
置

新垣　修　議員

議
員 

観
光
振
興
計
画
目
標

数
値
を
掲
げ
て
い
る
が
、10

万
人
程
の
状
況
に
多
角
的

観
点
か
ら
の
観
光
客
受
入

強
化
体
制
が
必
要
だ
と
思

う
が
、今
後
の
受
入
対
応
策

を
伺
い
ま
す
。

村
長  

沖
縄
Ｃ
Ｖ
Ｂ
の
修

学
旅
行
ナ
ビ
の
活
用
、今
後

は
城
跡
だ
け
で
は
な
く
中

城
の
自
然
・
平
和
・
も
の
づ

く
り
等
の
Ｐ
Ｒ
を
観
光
協

会
、城
跡
管
理
協
議
会
と

一
緒
に
取
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

産
業
振
興
課
長 

キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
の
推
進
、史
跡
ま

で
の
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導

入
、休
憩
場
所
の
設
置
、案

内
・
解
説
サ
イ
ン
の
拡
充
、

中
城
城
跡
を
モ
チ
ー
フ
と

し
た
お
土
産
品
の
制
作
等
、

中
城
村
県
営
公
園
整
備
の

促
進
も
受
入
れ
の
強
化
に

繋
が
る
も
の
と
考
え
て
お

り
、沖
縄
県
、北
中
城
村
と

の
連
携
に
も
力
を
入
れ
て

ま
い
り
ま
す
。

城
跡
入
場
者

目
標
数
１５
万
人

「
護
佐
丸
く
ん
」の

活
用
提
案

観
覧
料
は
唯
一
の

収
入
財
源

議
員 

彦
根
城
で
は  「
ひ
こ

に
ゃ
ん
」を
強
み
に
活
用
拡

大
を
図
り
観
光
客
数 

60
万

人
の
う
ち
20
万
人
が「
ひ
こ

に
ゃ
ん
」に
会
い
に
来
る
と

の
事
で
す
。そ
こ
で
本
村
で

は
、中
城
城
跡
と「
護
佐
丸

く
ん
」で
独
自
の
観
光
の
お

も
て
な
し
と
し
て
観
光
客

と
の
ス
ナ
ッ
プ
撮
影
や
城

内
で
の
対
応
演
出
等「
護

佐
丸
く
ん
」を
活
用
す
る
こ

と
で
、観
光
収
入
や
、本
村

来
訪
者
の
増
加
に
働
く
の

で
は
な
い
か
と
提
案
い
た

し
ま
す
。

村
長 

私
も「
護
佐
丸
く
ん
」

推
し
で
い
ろ
ん
な
所
で
Ｐ
Ｒ

し
、も
っ
と
愛
さ
れ
る「
護
佐

丸
く
ん
」に
な
っ
て
ほ
し
い
の

で
こ
ち
ら
も
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員 

観
光
協
会
会
長
、担

当
課
の
こ
れ
か
ら
の
観
光

推
進
展
開
に
期
待
を
い
た

し
ま
す
。

金城　章　議員

議
員 

久
場
前
浜
原
線
開
通

は
い
つ
か
。又
中
城
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
地
権
者
へ
の

謝
罪
文
が
で
て
お
り
ま
す
。

十
年
余
開
通
が
で
き
な
い

状
態
で
あ
っ
た
の
で
開
通

式
を
行
い
久
場
前
浜
原
線

開
通
を
村
民
に
知
ら
せ
る

た
め
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

副
村
長 

こ
の
道
路
が
大
き

な
幹
線
と
か
バ
イ
パ
ス
で
あ

れ
ば
開
通
式
を
や
っ
て
も
い

い
で
す
が
、今
回
は
開
通
式

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

議
員 

謝
罪
文
も
一
緒
で
村

の
不
手
際
に
て
工
事
も
一

般
財
源
か
ら
の
予
算
を
出

し
て
行
う
。そ
れ
と
開
通
に

あ
た
り
下
水
道
設
置
は
国

道
か
ら
で
し
た
が
下
水
道

本
管
工
事
を
久
場
前
浜
原

線
に
移
動
す
る
考
え
は
ど

う
か
。

上
下
水
道
課
長 

久
場
前
浜

議
員 

横
断
道
路
の
進
渉
状

況
は
。

都
市
建
設
課
長 

宜
野
湾
横

断
道
路
に
つ
い
て
は
、道
路

予
備
修
正
設
計
及
び
橋
梁

予
備
設
計
に
着
手
し
て
お

り
、地
滑
等
各
種
調
査
検

討
を
行
っ
て
い
る
と
中
部

土
木
事
務
所
か
ら
は
聞
い

て
お
り
ま
す
。

宜
野
湾
横
断
道
路

西
原
バ
イ
パ
ス

中
城
線
周
辺
用
地
に

乗
入
口
設
定
を

議
員 

西
原
バ
イ
パ
ス
道
の

今
後
将
来
的
に
周
辺
土
地

の
利
用
を
考
え
た
と
き
に

各
土
地
へ
の
乗
入
口
を
設

計
に
記
す
る
様
協
議
の
考

え
は
あ
る
か
。

都
市
建
設
課
長 

南
部
国
道

事
務
所
に
伺
っ
て
い
る
の
は

土
地
利
用
は
地
主
に
任
せ

る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。そ

の
際
、乗
入
口
を
開
け
る
こ

と
は
、道
路
施
工
承
認
な
ど

で
可
能
で
は
あ
る
と
伺
っ
て

お
り
ま
す
。土
地
改
良
区
に

お
い
て
は
高
低
差
が
あ
り

畑
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
畑

に
お
い
て
は
下
か
ら
機
能
回

復
道
路
を
使
い
下
か
ら
の

利
用
に
な
る
と
村
と
し
て

は
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員 

地
権
者
の
皆
様
に
は

将
来
の
利
用
度
を
考
え
西

原
バ
イ
パ
ス
よ
り
乗
入
口

を
設
定
し
て
ほ
し
い
で
す
。

原
線
の
開
通
に
よ
り
、下
水

道
の
本
管
を
移
設
す
る
計

画
を
変
更
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、施
工
性
や
経
済
性

の
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

あ
と
沿
道
の
土
地
利
用
計

画
。活
性
化
に
も
寄
与
す
る

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
今
後

検
討
し
ま
す
。

議
員 

観
光
協
会
設
立
７
年

目
を
迎
え
る
が
設
立
前
後

の
観
覧
料
と
収
支
の
推
移

を
伺
い
ま
す
。

産
業
振
興
課
長 

設
立
前
Ｈ

28
年
３
，４
１
６
万
円
、８
１

５
万
円
、設
立
後
Ｒ
５
年
３
，

０
１
９
万
円
、３
１
８
万
円
、

負
担
金
と
比
較
し
て
も
、収

入
が
上
回
っ
て
い
ま
す
。

議
員 

観
光
協
会
へ
は
１
，３

８
０
万
円
前
後
毎
年
補
助

金
を
慣
例
的
に
充
て
て
い

る
が
、収
益
が
上
ら
な
け

れ
ば
見
直
し
も
図
る
べ
き

と
意
見
し
ま
す
。入
場
者

数
が
伸
び
る
ほ
ど
収
入
財

源
は
向
上
す
る
。行
政
、両

村
の
観
光
協
会
は
城
跡
活

用
を
高
め
観
覧
料
の
収
入

増
に
繋
げ
て
い
け
ば
補
助

金
も
減
少
さ
れ
自
立
運
営

に
期
待
が
出
来
る
の
で
は

と
捉
え
ま
す
。

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

●
小
中
学
校
建
設
・
奥
間
南

上
線
・
中
部
広
域
移
行
・
タ

ウ
ン
セ
ン
タ
ー
地
区
・
商
業

施
設
等

※沖縄CVBとは：一般財団法人沖縄観光コンベンションビューローの略
※ひこにゃんとは：滋賀県彦根市の国宝彦根城の人気キャラクター

※

※
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議
員 

地
域
公
共
交
通
計
画

の
進
捗
と
課
題
に
つ
い
て

伺
う
。

①
護
佐
丸
バ
ス
の
全
字
通

過
の
実
現
は
で
き
る
か
。早

朝
の
ル
ー
ト
見
直
し
は
。

②
各
字
で
の
バ
ス
停
の
増

設
は
で
き
る
か
。

③
潮
垣
線
の
津
覇
か
ら
安

里
間
の
護
佐
丸
バ
ス
の
運

行
は
可
能
か
。

④
交
通
弱
者
や
利
用
者
の

立
場
に
寄
り
添
っ
た
交
通

計
画
に
す
る
に
は
。

⑤
観
光
客
の
一
助
と
な
る

城
跡
ル
ー
ト
の
導
入
は
で

き
る
か
。

企
画
課
長 

①
全
字
通
過
は

需
要
と
合
理
性
で
検
討
。

②
バ
ス
停
は
原
則
一
字
一

か
所
。

③
潮
垣
線
運
行
は
対
向
車

と
の
す
れ
違
い
が
困
難
で
厳

し
い
。

④
利
用
者
の
声
を
反
映
す

べ
き
と
考
え
る
が
予
算
と

運
転
手
の
確
保
が
必
要
。

⑤
中
城
公
園
内
の
運
行
許

可
が
可
能
な
ら
検
討
す
る
。

議
員 

下
地
区
の
北
浜
、南

浜
、伊
集
、和
宇
慶
の
子
供

た
ち
も
護
佐
丸
バ
ス
の
朝

一
便
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
計
画
に
反
映
さ
せ
て
ほ

し
い
。交
通
弱
者
や
免
許
返

上
者
は
減
免
の
拡
大
を
。

地
域
公
共
交
通
協
議
会
に

は
村
の
意
見
を
吸
い
上
げ
て

村
民
目
線
で
地
域
公
共
交

通
計
画
を
進
め
て
ほ
し
い
。

中
部
広
域
都
市
計
画

区
域
へ
の
移
行

議
員 

那
覇
広
域
都
市
計
画

区
域
か
ら
中
部
広
域
都
市

計
画
区
域
へ
の
移
行
に
つ

い
て
進
捗
状
況
を
伺
う
。

都
市
建
設
課
長 

令
和
５
年

度
に
中
城
村
・
北
中
城
村

協
同
ま
ち
づ
く
り
計
画
を

策
定
し
、令
和
６
年
度
中
に

土
地
利
用
計
画
案
及
び
立

地
適
正
化
計
画
案
を
策
定

予
定
で
あ
り
、沖
縄
県
か
ら

求
め
ら
れ
て
い
る
計
画
な

ど
の
資
料
は
す
で
に
策
定

し
て
あ
る
が
、令
和
９
年
度

の
沖
縄
県
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
改
定
に
向
け
て
用
途
指

定
や
住
民
の
合
意
形
成
等
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
は
か
な

り
厳
し
い
。

議
員 

こ
の
中
部
広
域
都
市

計
画
区
域
へ
の
移
行
と
い

う
案
は
、長
年
土
地
利
用

が
難
し
い
と
言
わ
れ
て
き

た
本
村
に
於
い
て
は
画
期

的
な
案
で
あ
り
、是
非
実

現
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

副
村
長 

県
の
令
和
９
年
度

の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
組
み

込
む
事
が
出
来
な
け
れ
ば
、

次
は
14
年
度
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
と
言
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。令
和
元
年
か
ら
頑
張
っ

て
き
て
い
ま
す
の
で
今
や
め

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。引

き
続
き
や
っ
て
い
き
ま
す
。

地
域
懇
談
会
要
望

事
項
の
実
現
は

議
員 

７
月
に
実
施
し
た
地

域
懇
談
会
で
の
各
字
か
ら
の

要
望
事
項
は
ど
の
よ
う
に

整
理
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

①
令
和
７
年
度
の
事
業
化

や
予
算
化
は
で
き
た
か
。

②
各
字
に
公
平
に
事
業
の

計
画
は
で
き
る
か
。

村
長 

懇
談
会
の
中
か
ら
中

城
小
区
域
の
学
童
ク
ラ
ブ
、

加
齢
性
難
聴
者
補
聴
器
購

入
費
用
助
成
、役
場
跡
地
の

「
仮
称
ご
さ
ま
る
し
ぇ
」の

設
置
を
取
組
ん
で
い
ま
す
。

企
画
課
長 

行
政
懇
談
会
要

録
を
各
自
治
会
長
へ
、村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

予
算
が
伴
う
も
の
は
優
先

順
位
を
つ
け
、各
字
公
平
に

担
当
課
で
対
応
。

議
員 

安
心
・
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
南
上
原

地
区
の
交
番
の
設
置
要
望

が
あ
る
が
、進
捗
を
伺
う
。

①
設
置
時
期
は
わ
か
る
か
。

②
設
置
場
所
は
ど
こ
か
。

村
長 

南
上
原
地
区
の
交
番

設
置
の
要
望
が
多
い
の
で
、

宜
野
湾
署
と
一
緒
に
早
期

の
設
置
に
向
け
て
前
向
き

に
頑
張
っ
て
要
望
し
て
い
き

ま
す
。

住
民
生
活
課
長 

設
置
場
所

に
つ
い
て
糸
蒲
公
園
内
で
協

議
を
進
め
て
い
る
。

石原　昌雄　議員

桃原　清　議員
議
員 

今
般
、政
務
調
査
に

て
訪
問
し
た
徳
島
県
板
野

町
よ
り
、是
非
姉
妹
都
市

協
定
を
締
結
し
た
い
と
の

申
し
出
が
あ
っ
た
。前
向
き

に
検
討
し
て
い
た
だ
け
な

い
か
伺
う
。

企
画
課
長 

新
規
に
姉
妹
都

市
等
を
締
結
す
る
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。

姉
妹
都
市
協
定
締
結
の
件

議
員 

南
上
原
地
区
へ
の
交

番
設
置
に
つ
い
て
は
、現
在

進
展
が
見
受
け
ら
れ
な
い
。

現
在
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

住
民
生
活
課
長 

こ
れ
ま
で

は
交
通
安
全
の
出
発
式
等

機
会
あ
る
ご
と
に
署
長
に

話
し
た
り
、２
月 

27
日
に
は

宜
野
湾
署
を
直
接
訪
ね
て

設
置
に
つ
い
て
要
請
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

議
員 

私
が
以
前
提
案
し
た

奥
間
設
置
案
は
ど
う
で
す
か
。

村
長 

南
上
原
へ
の
設
置
と

い
う
事
で
要
望
し
て
き
ま

し
た
の
で
、そ
こ
か
ら
話
を

進
め
て
い
き
た
い
。

南
上
原
地
区
へ
の

交
番
設
置

地
域
公
共
交
通
計
画
の

進
捗
は

南
上
原
地
区
へ
の

交
番
設
置
は

議
員 

「
ご
さ
ま
る
し
ぇ
」の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
振
興
課
長 

昨
年
実
施

し
た
商
工
会
会
員
向
け
の

公
募
状
況
は
、運
営
事
業

者
の
申
し
出
は
あ
り
ま
せ

ん
。今
後
は
公
募
条
件
を
拡

充
し
、引
き
続
き
運
営
事

業
者
を
募
り
、説
明
会
、現

地
見
学
会
を
行
い
、５
月
に

は
事
業
者
を
最
終
決
定
し
、

６
月
に
は
締
結
を
行
う
予

定
で
す
。

「
ご
さ
ま
る
し
ぇ
」の
設
置
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演題：市町村行財税政等の状況について
講師：石井康貴 沖縄県企画部市町村課課長

演題：トランプ２．０の世界について
講師：岸田芳樹 時事通信社取締役（国際担当）

議
員 

初
め
て
名
護
市
で
確

認
さ
れ
て
以
降
、２
月
末

時
点
で 

12
市
町
村
で
の
捕

殺
や
寄
生
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。蔓
延
す
る
と
島
外
へ

の
出
荷
が
規
制
さ
れ
生
産

者
へ
の
打
撃
は
大
き
く
、ま

た
家
庭
菜
園
も
控
え
ざ
る

を
得
な
く
な
る
。本
村
で
も

確
認
さ
れ
た
が
今
後
の
対

応
を
伺
う
。

産
業
振
興
課
長 

セ
グ
ロ
ウ

リ
ミ
バ
エ
緊
急
防
除
に
関

す
る
今
後
の
対
応
は
、病
害

虫
セ
ン
タ
ー
、那
覇
植
物
防

疫
事
務
所
、県
普
及
セ
ン

タ
ー
、
Ｊ
Ａ
営
農
セ
ン

タ
ー
、Ｊ
Ａ
中
城
、村
及
び

農
業
委
員
で
、３
月
19
日
に

和
宇
慶
、北
浜
、南
浜
地
区

の
ウ
リ
科
野
菜
と
果
樹
の

除
去
作
業
を
実
施
し
た
。ミ

バ
エ
ト
ラ
ッ
プ
設
置
に
関
し

て
は
、常
設
の
計 

15
か
所
で

定
期
的
に
調
査
し
て
い
る
。

今
後
は
、国
・
県
か
ら
指
示

を
受
け
な
が
ら
防
除
対
策

を
実
施
し
ま
す
。

中
城
団
地
か
ら

国
道
3
2
9
号
線
に

下
る
階
段
の
開
通

議
員 

現
在
、開
発
工
事
で

土
砂
崩
れ
を
起
こ
し
通
行

止
め
の
為
、津
覇
小
学
校
に

通
う
小
学
生
や
中
学
生
、社

会
人
が
奥
間
の
砂
販
売
交

差
点
に
迂
回
し
倍
以
上
の

時
間
や
労
力
を
消
費
し
て

い
る
が
村
の
対
応
を
伺
う
。

都
市
建
設
課
長 

当
該
箇
所

は
中
城
村
と
県
中
部
土
木

事
務
所
建
築
班
及
び
県
住

宅
課
、県
住
宅
供
給
公
社

に
て
昨
年
７
月
か
ら
現
場

の
状
況
確
認
と
対
策
工
事

を
早
急
に
行
う
よ
う
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。村
で
も

施
主
や
施
工
業
者
、設
計

業
者
と
個
別
に
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
、改
善
に
向
け
協

議
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
後

も
県
の
関
係
課
と
協
力
し

て
指
導
を
行
い
ま
す
。

地
震・津
波
に
対
す
る

災
害
対
策

議
員 

発
生
す
る
確
率
が
80

％
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が

発
生
し
た
場
合
、県
内
に
予

想
震
度
４
か
ら
５
、津
波
到

達
が
最
短 

50
分
と
沖
縄
気

象
台
が
２
月 

26
日
に
予
測

を
発
表
し
て
い
ま
す
。避
難

に
対
す
る
対
応
を
伺
う
。

総
務
課
長 

南
海
ト
ラ
フ
地

震
防
災
対
策
に
は
、国
に
お

け
る
防
災
対
策
推
進
地
域

と
し
て
本
村
は
指
定
さ
れ

て
い
な
い
が
伊
集
か
ら
久
場

地
域
ま
で
東
海
岸
沿
い
に

住
宅
地
域
が
あ
る
こ
と
か

ら
地
震
・
津
波
被
害
へ
の
備

え
は
必
要
で
あ
る
。避
難
時

の
交
通
渋
滞
が
課
題
と

な
っ
て
い
て
徒
歩
で
の
避

難
、経
路
の
確
認
、非
常
時

の
防
災
バ
ッ
グ
の
備
え
等
、

周
知
を
行
い
ま
す
。

玉那覇　登　議員

セ
グ
ロ
ウ
リ
ミ
バ
エ

緊
急
防
除
は

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

●
農
道
の
交
通
安
全
対
策
は

石井課長による市町村課の事務分掌の内容
を細かくかつ最新のデータで説明があった。

【行政班】においては、人事評価や、給与昇給、研
修、マイナンバーカードや広域連携事業等の説
明であった。【財政班】では地方財政対策のポイ
ント、公営企業等の更なる経営改革の推進、公
共施設等総合管理計画等の策定及び見直し、中
長期財政計画の策定、市町村振興資金貸付基
金の概要、各市町村５年度分決算概要【推進交
付金支援班】沖縄振興一括交付金の概要（ソフ
ト交付金）（ハード交付金）、沖縄振興特別推進
交付金対象事業【税政班】租税及び市町村税体
系、ふるさと納税制度の推進【選挙班】国会議
員、県市町村の長、議員選挙の予定、選挙執行
一覧、公職選挙法における禁止事項、など多く
の内容の研修であった。

「アメリカの黄金時代」は何をもたらすか
1 国際秩序の変遷「世界は歴史の転換期」

戦後国際秩序を主導アメリカの衰退、中国・ロシア台頭
ロシアによるウクライナ侵攻（国連安保理機能不全、
高まる核戦争への懸念）
強まる覇権主義争い、民主主義VS権威主義

2 トランプ再選をもたらしたアメリカの変化
格差拡大、アメリカの繁栄から取り残された白人たち

3 トランプ政権を支える3人のキーマン
4 Pax Americana（アメリカによる平和）の終焉

あらゆる政策で「アメリカ第一主義」
戦後80年同盟国見直しへ
グリーンランド購入、カナダを51番目の州へ

あと多くの講話があり充実した研修であった。

　

（玉那覇 登）

町村議会議員・事務局職員研修会  令和７年２月２１日（金）　読谷村文化センター
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官
民
連
携
に
よ
る

商
業
施
設
誘
致

農
家
と
障
が
い
者
の

働
く
場

議
員 

２
月
に
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
農
家
と
障
が
い
者
が
収

穫
時
に
働
く
場
を
提
供
す

る
表
明
を
前
回
さ
れ
ま
し

た
。進
捗
状
況
は
。

産
業
振
興
課
長 

ま
だ
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

議
員 

そ
う
い
う
態
度
は
よ

く
な
い
、農
家
の
み
で
通
年

を
働
く
の
は
困
難
と
思
わ

れ
ま
す
。産
業
界
全
体
と

連
携
す
る
方
針
に
変
え
て

い
く
考
え
は
ど
う
か
。

産
業
振
興
課
長 

商
工
業
者

と
連
携
も
視
野
に
進
め
た
い
。

屋良　照枝　議員

議
員 

ご
み
減
量
化
は
中

城
村
が
取
組
む
重
要
課
題

で
す
。

①
公
民
館
を
活
用
し
て
生

ご
み
を
堆
肥
化
す
る
コ
ン

ポ
ス
ト
講
座
は
ど
の
よ
う

に
実
施
す
る
の
か
詳
細
を

伺
う
。

②
草
木
等
植
物
ご
み
の
資

源
化
に
向
け
た
仕
組
み
づ

く
り
を
取
組
み
ま
す
か
。

住
民
生
活
課
長 

①
県
か
ら

講
師
を
招
い
て
、各
公
民
館

で
生
ご
み
コ
ン
ポ
ス
ト
づ
く

り
講
座
を
2
時
間
程
度
で

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
実
際

に
コ
ン
ポ
ス
ト
づ
く
り
を

行
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

②
家
庭
か
ら
出
る
草
木
類

の
資
源
化
回
収
に
向
け
、検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。収
集
の
方
法
、出

し
方
、受
入
れ
先
と
の
調
整

な
ど
を
行
い
、資
源
化
に
向

け
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員 

実
施
は
平
日
、大
人

を
対
象
に
２
時
間
程
度
。土

曜
日
と
か
児
童
生
徒
、親
子

の
参
加
、時
間
帯
、生
ご
み

は
家
庭
ご
み
を
持
参
す
る

と
か
調
整
出
来
ま
す
か
。

住
民
生
活
課
長 

平
日
で
実

施
し
て
い
ま
す
。出
来
上

が
っ
た
も
の
は
堆
肥
と
し
て

活
用
し
て
減
量
化
を
図
り

た
い
。

ご
み
減
量
化
で
資
源
化

新垣　博正　議員

議
員 

誘
致
さ
れ
る
前
の
５

年
間
は「
直
売
所
」を
営
む

事
業
者
を
１
月
末
で
決
定

す
る
旨
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。進
捗
状
況
は
。

議
員 

中
学
校
の
体
育
館
は

ま
だ
十
分
に
活
用
出
来
る

状
態
で
あ
り
通
年
使
え
る

プ
ー
ル
等
に
一
部
改
装
し

て
継
続
使
用
が
可
能
と
思

わ
れ
る
が
。

都
市
建
設
課
長 

現
時
点
で

調
査
し
た
意
見
で
す
が
、既

存
建
物
は
解
体
を
希
望
す

る
業
者
が
多
く
活
用
は
厳

し
い
。

議
員 

取
壊
す
の
は
実
に

も
っ
た
い
な
い
。小
学
校
の

プ
ー
ル
授
業
に
約
９
３
０

万
円
委
託
費
を
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
に
払
っ
て
い
る
。複
合

施
設
と
し
て
有
効
活
用
を

要
望
す
る
。

体
育
館
の
有
効
活
用

創
業
者
支
援
オ
フ
ィ
ス
の

活
用
は
ど
う
か

議
員 

社
会
情
勢
を
見
て
も

お
分
か
り
の
よ
う
に
小
規

模
小
売
り
業
の
経
営
は
極

め
て
厳
し
い
。考
え
方
を
変

え
て
は
ど
う
か
。私
の
提
案

で
す
が
、無
償
で「
創
業
者

支
援
オ
フ
ィ
ス
」と
し
て
活

用
す
る
こ
と
で
Ｉ
Ｔ
産
業

な
ど
の
若
手
起
業
家
を
育

成
し
て
は
ど
う
か
。

村
長 

売
店
の
目
的
を
達
成

し
た
い
の
で
代
替
え
案
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。

ウ
ォ
ー
リ
ー
与
那
嶺
の

功
績

議
員 

世
界
の
中
城
人
の
代

表
格
で
あ
る
与
那
嶺
要
氏

は「
ウ
ォ
ー
リ
ー
与
那
嶺
」

の
名
前
で
知
ら
れ
る
日
本

の
プ
ロ
野
球
選
手
で
あ
る
。

明
治
時
代
に
父
が
中
城
間

切
か
ら
ハ
ワ
イ
へ
移
民
し
マ

ウ
イ
島
で
生
ま
れ
た
２
世
で

あ
る
。１
９
５
１
年
巨
人
軍

入
団
、「
野
球
を
変
え
た
男
」

と
し
て
日
本
の
プ
ロ
野
球

発
展
に
貢
献
が
認
め
ら
れ

１
９
９
４
年
野
球
殿
堂
入

り
を
果
た
し
た
唯
一
の
県

系
人
で
す
。常
設
提
示
ブ
ー

ス
を
設
置
す
る
考
え
は
。

教
育
長 

中
城
の
誇
り
で
あ

り
可
能
で
あ
れ
ば
図
書
館

に
展
示
を
考
え
た
い
。

産
業
振
興
課
長 

公
募
し
ま

し
た
が
決
定
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。５
月
中
旬
ま
で
に

最
終
決
定
し
た
い
。

議
員 

ふ
れ
あ
い
事
業
、と

よ
む
ち
ょ
筋
体
操
は
本
村

の
地
域
づ
く
り
の
、特
に
老

人
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。去
っ

た
３
日
に
中
城
村
社
会
福

祉
協
議
会
主
催
に
よ
る

「
中
城
村
ふ
れ
あ
い
事
業
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
」が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。参
加
者
の

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
情
報
交
換
は
悩
み
、

困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
し
た
か
。

福
祉
課
長 

ふ
れ
あ
い
事
業

を
実
施
す
る 

17
自
治
会
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

82
名
が
参
加
。

社
協
が
主
催
し
、福
祉
課
・

健
康
保
険
課
が
共
催
で
交

流
や
親
睦
を
図
り
、今
後
の

活
動
に
生
か
す
こ
と
を
目

的
に
開
催
。第
１
部
で
は

「
み
ん
な
で
考
え
よ
う
こ
れ

か
ら
の『
ふ
れ
あ
い
事
業
』と

し
て
、保
健
師
、福
祉
課
長

に
よ
る
講
話
、社
協
職
員
よ

り
ふ
れ
あ
い
事
業
の
課
題

や
各
地
区
の
特
徴
を「
お

宝
」と
し
て
表
現
し
た
講
話

が
あ
り
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
社
協
の
健
康

相
談
担
当
の
看
護
師
か
ら

課
題
等
を
具
体
的
に
挙
げ
、

活
発
な
意
見
交
換
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
３
つ
の

悩
み

①
参
加
者
が
増
え
な
い

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
増
え
な
い

③
送
迎
者
の
対
応
が
厳
し
い

議
員 

と
よ
む
ち
ょ
筋
体
操

の
講
師
の
交
流
会
は
毎
年

行
っ
て
ほ
し
い
。

生
き
が
い
づ
く
り

な
か
ぐ
す
く
ん
ち
ゅ

（12）※一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。

一般質問 令和7年3月定例議会



演題：市町村行財税政等の状況について
講師：石井康貴 沖縄県企画部市町村課課長

演題：トランプ２．０の世界について
講師：岸田芳樹 時事通信社取締役（国際担当）

議
員 

初
め
て
名
護
市
で
確

認
さ
れ
て
以
降
、２
月
末

時
点
で 

12
市
町
村
で
の
捕

殺
や
寄
生
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。蔓
延
す
る
と
島
外
へ

の
出
荷
が
規
制
さ
れ
生
産

者
へ
の
打
撃
は
大
き
く
、ま

た
家
庭
菜
園
も
控
え
ざ
る

を
得
な
く
な
る
。本
村
で
も

確
認
さ
れ
た
が
今
後
の
対

応
を
伺
う
。

産
業
振
興
課
長 

セ
グ
ロ
ウ

リ
ミ
バ
エ
緊
急
防
除
に
関

す
る
今
後
の
対
応
は
、病
害

虫
セ
ン
タ
ー
、那
覇
植
物
防

疫
事
務
所
、県
普
及
セ
ン

タ
ー
、
Ｊ
Ａ
営
農
セ
ン

タ
ー
、Ｊ
Ａ
中
城
、村
及
び

農
業
委
員
で
、３
月
19
日
に

和
宇
慶
、北
浜
、南
浜
地
区

の
ウ
リ
科
野
菜
と
果
樹
の

除
去
作
業
を
実
施
し
た
。ミ

バ
エ
ト
ラ
ッ
プ
設
置
に
関
し

て
は
、常
設
の
計 

15
か
所
で

定
期
的
に
調
査
し
て
い
る
。

今
後
は
、国
・
県
か
ら
指
示

を
受
け
な
が
ら
防
除
対
策

を
実
施
し
ま
す
。

中
城
団
地
か
ら

国
道
3
2
9
号
線
に

下
る
階
段
の
開
通

議
員 

現
在
、開
発
工
事
で

土
砂
崩
れ
を
起
こ
し
通
行

止
め
の
為
、津
覇
小
学
校
に

通
う
小
学
生
や
中
学
生
、社

会
人
が
奥
間
の
砂
販
売
交

差
点
に
迂
回
し
倍
以
上
の

時
間
や
労
力
を
消
費
し
て

い
る
が
村
の
対
応
を
伺
う
。

都
市
建
設
課
長 

当
該
箇
所

は
中
城
村
と
県
中
部
土
木

事
務
所
建
築
班
及
び
県
住

宅
課
、県
住
宅
供
給
公
社

に
て
昨
年
７
月
か
ら
現
場

の
状
況
確
認
と
対
策
工
事

を
早
急
に
行
う
よ
う
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。村
で
も

施
主
や
施
工
業
者
、設
計

業
者
と
個
別
に
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
、改
善
に
向
け
協

議
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
後

も
県
の
関
係
課
と
協
力
し

て
指
導
を
行
い
ま
す
。

地
震・津
波
に
対
す
る

災
害
対
策

議
員 

発
生
す
る
確
率
が
80

％
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が

発
生
し
た
場
合
、県
内
に
予

想
震
度
４
か
ら
５
、津
波
到

達
が
最
短 

50
分
と
沖
縄
気

象
台
が
２
月 

26
日
に
予
測

を
発
表
し
て
い
ま
す
。避
難

に
対
す
る
対
応
を
伺
う
。

総
務
課
長 
南
海
ト
ラ
フ
地

震
防
災
対
策
に
は
、国
に
お

け
る
防
災
対
策
推
進
地
域

と
し
て
本
村
は
指
定
さ
れ

て
い
な
い
が
伊
集
か
ら
久
場

地
域
ま
で
東
海
岸
沿
い
に

住
宅
地
域
が
あ
る
こ
と
か

ら
地
震
・
津
波
被
害
へ
の
備

え
は
必
要
で
あ
る
。避
難
時

の
交
通
渋
滞
が
課
題
と

な
っ
て
い
て
徒
歩
で
の
避

難
、経
路
の
確
認
、非
常
時

の
防
災
バ
ッ
グ
の
備
え
等
、

周
知
を
行
い
ま
す
。

玉那覇　登　議員

セ
グ
ロ
ウ
リ
ミ
バ
エ

緊
急
防
除
は

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

●
農
道
の
交
通
安
全
対
策
は

石井課長による市町村課の事務分掌の内容
を細かくかつ最新のデータで説明があった。

【行政班】においては、人事評価や、給与昇給、研
修、マイナンバーカードや広域連携事業等の説
明であった。【財政班】では地方財政対策のポイ
ント、公営企業等の更なる経営改革の推進、公
共施設等総合管理計画等の策定及び見直し、中
長期財政計画の策定、市町村振興資金貸付基
金の概要、各市町村５年度分決算概要【推進交
付金支援班】沖縄振興一括交付金の概要（ソフ
ト交付金）（ハード交付金）、沖縄振興特別推進
交付金対象事業【税政班】租税及び市町村税体
系、ふるさと納税制度の推進【選挙班】国会議
員、県市町村の長、議員選挙の予定、選挙執行
一覧、公職選挙法における禁止事項、など多く
の内容の研修であった。

「アメリカの黄金時代」は何をもたらすか
1 国際秩序の変遷「世界は歴史の転換期」

戦後国際秩序を主導アメリカの衰退、中国・ロシア台頭
ロシアによるウクライナ侵攻（国連安保理機能不全、
高まる核戦争への懸念）
強まる覇権主義争い、民主主義VS権威主義

2 トランプ再選をもたらしたアメリカの変化
格差拡大、アメリカの繁栄から取り残された白人たち

3 トランプ政権を支える3人のキーマン
4 Pax Americana（アメリカによる平和）の終焉

あらゆる政策で「アメリカ第一主義」
戦後80年同盟国見直しへ
グリーンランド購入、カナダを51番目の州へ

あと多くの講話があり充実した研修であった。

　

（玉那覇 登）

町村議会議員・事務局職員研修会  令和７年２月２１日（金）　読谷村文化センター

（13）

令和7年3月定例議会 一般質問

※一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。



フロアからの意見・質問・要望などフロアからの意見・質問・要望など
（事前も含む）（事前も含む）

• 中部広域区域ということで、共同まちづくりをやってますけど、その可能性は。

村として、ＰＦＯＳ・ＰＦＡＳだけでなく、農業利用の水質の検査はどのようにされているのかという
のを私は知りたいです。

自衛隊募集のジェット機みたいな模型が置かれ、なん冊か差し込まれているコーナーがあるが承
知しているのか。

中城村は広域に弱いんじゃないかなとおもいますが、消防事務組合、清掃事務組合、広域協議会。
今後の給食センター等広域を利用して財源を確保するように。

那覇広域の土地構想から中部地区の土地構想と中部広域圏の構想に土地利用に令和９年度の県
の都市計画マスタープランに実現するのか方向性はどうなのか。

お願いがあるんですけど。図書館にですね。議事録それから予算及び決算を配置できないでしょうか。

中城への大型商業施設の誘致について、村議会としては可能性は大きいのか小さいのか見解は。

文教社会常任委員会

（安里 清市）

所管事務調査

給食費の無償化の拡大
令和７年５月７日（水）に、県議会会議室において、沖縄

県庁保健体育課学校安全・給食班の職員の方より示さ
れた昨年度、市町村の学校給食担当者等に対する説明
会の中で出てきた疑問点などをまとめた２９項目の質疑
応答資料を基に説明を受けました。

その後に参加委員から①小学校を含めた無償化が取
組めなかった経緯②中学校のみの無償化は教育の機会
均等に反するのではないか③今後の国などへの働きか
け方法などについて質問が行なわれました。

学校給食は、子供たちの健康を支えるとともに食育
の観点からも非常に重要視されております。今後も無償
化に向けて継続的に取組むべき事項で有ることを痛感
しました。

（15）

令和7年3月定例議会 

•日米地位協定の垂れ幕を固定表示してほしい。

•2０１５年に村内火葬場の建設が断念されたが、今
後どの様にして火葬場利用の確保（協同利用）など
の考えはございますか。

•現在中城給油所隣の空き地に、自衛隊募集の横幕
が貼られている。

•最近全国ニュースで見聞きする住宅に侵入し命ま
でも奪う強盗事件が発生しています。路地に入ると
街灯が少なくオレンジ色の弱い灯りで暗くて不気
味です。防犯のためにも明るい街灯を設置してほし
いです。

•高速の路側帯は家庭ゴミやコンビニ袋に入ったゴ
ミの不法投棄があとを絶ちません取り締まりの強
化をお願いします。

•南上原交差点より北側に重機のヤードが増えてお
り、土砂の搬出などを行う際にユンボの騒音やダン
プの騒音が酷く住民が迷惑しております。

•産業廃棄物らしきゴミや、古い重機が放置されてお
り、景観も悪く、決して良い住宅環境とは思えませ
ん。一刻も早く騒音条例や景観条例を策定し、ヤー
ドを撤去し、公園や福祉センターなど住民に役に立
つ施設の設置お願いいたします。

•猫やカラスが異常発生しているが対策されている
のか伺います。

•護佐丸資料図書館に設置されているレンタサイク
ルの稼働状況はどうなっているのか。

第６回 議会報告会・意見交換会第６回 議会報告会・意見交換会
（2025年2月13日）（2025年2月13日）

内容は委員会で要約しています

（14）

令和7年3月定例議会



フロアからの意見・質問・要望などフロアからの意見・質問・要望など
（事前も含む）（事前も含む）

• 中部広域区域ということで、共同まちづくりをやってますけど、その可能性は。

村として、ＰＦＯＳ・ＰＦＡＳだけでなく、農業利用の水質の検査はどのようにされているのかという
のを私は知りたいです。

自衛隊募集のジェット機みたいな模型が置かれ、なん冊か差し込まれているコーナーがあるが承
知しているのか。

中城村は広域に弱いんじゃないかなとおもいますが、消防事務組合、清掃事務組合、広域協議会。
今後の給食センター等広域を利用して財源を確保するように。

那覇広域の土地構想から中部地区の土地構想と中部広域圏の構想に土地利用に令和９年度の県
の都市計画マスタープランに実現するのか方向性はどうなのか。

お願いがあるんですけど。図書館にですね。議事録それから予算及び決算を配置できないでしょうか。

中城への大型商業施設の誘致について、村議会としては可能性は大きいのか小さいのか見解は。

文教社会常任委員会

（安里 清市）

所管事務調査

給食費の無償化の拡大
令和７年５月７日（水）に、県議会会議室において、沖縄

県庁保健体育課学校安全・給食班の職員の方より示さ
れた昨年度、市町村の学校給食担当者等に対する説明
会の中で出てきた疑問点などをまとめた２９項目の質疑
応答資料を基に説明を受けました。

その後に参加委員から①小学校を含めた無償化が取
組めなかった経緯②中学校のみの無償化は教育の機会
均等に反するのではないか③今後の国などへの働きか
け方法などについて質問が行なわれました。

学校給食は、子供たちの健康を支えるとともに食育
の観点からも非常に重要視されております。今後も無償
化に向けて継続的に取組むべき事項で有ることを痛感
しました。

（15）

令和7年3月定例議会 



玉那覇 登

題字提供者

の題字を募集します。
中城村の児童・生徒のみなさん、
上手も下手も関係ありません！

あなたの字のままでいいんです！ 
お問い合わせは　中城村議会事務局

（☎098-895-4318）まで 
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集
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記

議
会
だ
よ
り

　
　編
集
委
員

安里 清市 新垣 修

議会からの
お知らせ

議会の日程は、6月初旬に村ホームページでお知らせします。 【議会事務局】TEL 098-895-4318

令和７年6月定例会は6月13日（金）から20日（金）まで開催予定
（一般質問は、6月16日（月）から6月19日（木）予定） 

4階の議会事務局にて受付するだけです。皆様のお越しをお待ちしています。

屋良 照枝 小橋川 恵美
めぐみ

新
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が
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し
新
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い
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季
節
に
な
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ま
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た
。
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民
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う
か
。

今
回
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２
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に
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お
り
又
学
校
建
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に
伴
う
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捗
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況
等
厳

し
く
チ
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し
て
お
り
ま
す
。是
非
と
も
一
読

し
て
下
さ
い
。今
後
の
予
算
運
営
に
村
民
の
皆

様
と
共
に
執
行
状
況
や
議
員
活
動
の
現
状
が
十

分
伝
わ
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よ
う
議
会
だ
よ
り
を
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て
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別
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で
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議
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闘
し
て
構
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お
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ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
屋
良
　
照
枝
）

人付き合
いを

大切にし
よう

眞榮城 鈴莉
まえしろ

りり

▶政務活動費の交付額
　議員一人当たり年間120,000円（月額10,000円）が交付され、残余金が発生した場合は、返還することになっています。

※交付額より合計額が多い分は自己負担としています。

（単位：円）

令和6年度 政務活動費収支報告書 令和6年度 政務活動費収支報告書 

小橋川　恵美
玉 那 覇 　 登
比 嘉 　 護
桃 原 　 清
新 垣 　 貞 則
安 里 　 清 市
新 垣 　 修
屋 良 　 照 枝
大 城 　 常 良
比 嘉 　 麻 乃
仲 松 　 正 敏
金 城 　 章
新 垣 　 博 正
新 垣 　 善 功
石 原 　 昌 雄
伊 佐 　 則 勝

120,000
120,000

60,000
120,000
120,000
120,000
120,000
120,000
120,000

0
120,000
120,000
120,000
120,000
120,000
120,000

1,740,000

0
28,548
60,000

0
29,417

8,421
21,253

0
13,423

0
15,947

0
0
0
0

57,907
234,916

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16

氏　名

合　計

交付額
収支報告額（支出額）

調査研究費 研修費 資料作成費
№

資料購入費 事務費 合　計
残  余

（返還額）
利子含む

80,587
78,955

85,744
6,000

85,745
79,087
74,104
79,087

85,745

4,780
659,834

1,500

63,325

5,000
1,500

30,000
1,500

104,103
30,780

100,745
157,020
104,103

599,576

17,000

17,000

18,472

9,972

6,468
18,160
26,242

14,922
15,730
14,140
16,014
29,178

169,298

21,150
10,997

67,583
14,366

26,032

6,530

2,502
28,176

177,336

120,209
91,452

0
159,041
90,583

111,579
98,747

130,346
106,619

0
104,103
131,447
123,005
171,160
122,619

62,134
1,623,044
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